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I検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年

法律第 166号 )第 43条の 3の 11第 1項 に基づき実施す る実用発電用原子炉の

設置、運転等に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1

号の工事の工程に係 る使用前検査につぃて、核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

が、認可 した工事計画に従い製作 され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定め

る技術基準 (※ )に適合するものであることを確認す るもので、以下の検査を実施

す る。

1材料検査

2寸 法検査

3外観検査

4組 立て及び据付 け状態を確認す る検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規

則第 6号。以下 「技術基準」 とい う。)である。本検査に関す る条項は

第 26条第 1項であ り、上記検査項 目に係 る事項について確認す る。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検 査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

名 称
ノ

個数

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 ン

燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料 ピン トクレーン

1

1



2工 事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号

'(平
成 80年 6月 27日 )

Ⅳ 検査方法

1材料検査

(1)検査前確認事項

｀
① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

,申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、

技術基準に適合 していることを確認する。

2寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

3外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

4組 立て及び据付け状態を確認する検査    '

2



(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

V判 定基準

1材料検査

工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

2寸 法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

3外観検査

! 
有害な欠陥 (表画に機能 。性能イ雫影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

4組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。
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立会区分表

※ 1:記号説明

A/B:抜 取立会検査

B｀  :記 録確認検査

※ 2.:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則とする:

備考

検査項目×ユ

組立て及び据付け

状態を確認する検

査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の 区分

耐震

クラス

B-1

B-2

系統名

燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料ピントクレーン

施設名

核燃料物質の取扱施設

及び貯蔵施設

遭
粛

岸



男町和氏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

系 統 名 ′:燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料ピットクレ■ン

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-01

年  月

原子力規制委員会
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使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 ■号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

i関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

4検 査期 日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検 査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

燃料取扱設備

、′ 新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料 ピッ トクレーン 1個

7検 査実施者 検査実施者下覧表の とお り

8検 査結果 検査結果一覧表の とお り

9添 付資料
｀
使用前検査記録     一

1検 査前確認事項

2材 料検査 記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認する検査記録

日

　

日

月

　

月

年

年

自

至

6
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検査実施者一覧表

姻

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月 日

年

月   日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

∞

備  考

組立て及び据付け

状態を確認する

検査

年

月 日

年

月   日

年

月   日

外観検査

年

月   日

年

月 日

年

月   日

寸法検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

材料検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料-1-2

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料-1-3

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 -1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

月   日

年

月   日

12



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備 f

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料 ピットクレーン

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピッ トクレーン

(ホ イス トレール ) 月

年

日
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書め識別番号 :

13



Ｐ
ふ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 :各都の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:、 適合性確認検査成績書の識別番号

検査

結果
検査年月 日

年

月 日

測定値

(■lm)

許容値
※2

(llm)

主要寸法

(■lm)
検査対象

走行サ ドル長さ

高 さ

ホイス トレール幅

ホイス トレール高さ

使用済燃料ピットクレーン

郭
草
が
革
―
∞



添付資料 -4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料 ピッ トクレーン

判定基準 :有害な欠陥 (表 面に機能 。と
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピッ トクレーン
年

月 日

目視/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

15



添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料ピッ トクレーン

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピッ トクレ▼ン
年

月 日

目視/
記録確認

備 考

L記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

16



岸
預

工事計画本文 (原規規発第 1606104号)(1/2)
核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあつては、次の事項

1 燃料取扱設備に係る次の事項

(1)新燃料又は使用済燃料を取扱う機器め名称、種類、容量、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

(注 1)記載の適重化を行 う。既工事計画書には「燃料 ピッ トクレーン」と記載

(注2)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「門型」 と記職

ゆ
華

岸
―

岸

変 更 前 変 更 後

走 行 レ !ル 間 距 離

ホ イ ス ト レー ル 幅

ホイ ス トレー ル 高 さ

設 置    床

護途 水 防

配 慮 が 必

の

さ上
輔

同 左

名 使用済燃料 ピッ トクレー ン (注 1)

橋型ホイス トクレーン (注 2)

取
付
箇
所



(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

工事計画本文 (原規規発第 1606104号)(2/2)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「0,9t」 と記載

公称値

既工事計脚1書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、昭和47年 10月 25日 付け47公第7787号 にて認可された工事計

画の添付図面第9図 「燃料ピットクレーン全体図」による。

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。               ｀

記載の適二化を行 う。既工事計画書には「査STM A36(SS41相 当)」 と記栽

既五事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

Ｐ
∞

浴
華

岸
―
］



工事計画本文 (関原発第 121号 (平成 30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)(1/2)

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

1 燃料取扱設備に係る次の事項

(1)新燃料又は使用済燃料を取り扱 う機器の名称、種類、容量、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

Ｐ
Ｏ

ゆ
華

岸
―

∞

変 更 後

変更なしく注1)

変更なし(注 1)

変 更 前

使用済燃料 ピン トクレーン

橋型 ホイス トク レー ン

1

使用済燃料 ビッ トクレー ン

名 称

nlHl

ulln

llЩ l

nlln

mm

種 類

容 塁

走 行 サ ド ル 長 さ

走 行 レ ー ル 間 距 離

一涌 さ

ホ イ ス ト レ ー ル 幅

ホ イ ス トレー ル 高 さ

材 料

個 数

系
(

統 名
)フ イ ン 名

設    置    床

浴 水 防 護 上 の

区 画 番 号

冷 水 防 護 上 の

酉己慮 が 必 要 な 高 さ

主
要
寸
法

取
付
箇
所



工事計、画本文 (関原発第 121′ 号 (平成 30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)(2/2)

(注 1)平成28年6月 10日 付け原規規発第 1606104号 にて認可された既工事計画書には 「同左」 と記載

(注2)公称値

Ｎ
Ｏ

埒
華

μ
ｌ
ト



検査範囲図

(以下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである)

］
牌

郷231図工事計画謎 可 申請

高 浜 発 竜 所 第 1号 機

核燃料物質 (ア)取扱イ南波及び

貯態施設の構造園

(燃 料取扱設備 )

使癬済燃料 ピットクレーン

関 函 電 力 株 式 会 社

（
染
憶
ゝ
ヽ
―
ゝ

ユ
く

ヽ
長
）

鰺

峰

(ホ イストレー

走行サ ドル

止

主  要   日  表

播型ぷイス トクレーン

1

使用済燃料 ピッ トクレーン

縫 類

容 逮

材

個 数

系   流   泰
(ラ イ ン 名 )

験
付
簡
所

(単位 inェ l

が
華

Ｎ



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統
′
名 :余熱除去設備

!    
非常用炉心冷却設備そσ)他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号 だ原規規収第 1610071号 矛05

平成 31年 2月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造(強度又は漏えいに係る使用前検査実施要嶺書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610071.号 ?-05

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 31年 2月 27日 制定
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I 検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第

166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用ヌ九(電用原子炉の設置、運転等

に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係

る使用前検査について、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付け

され、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合するものであることを確認する

もので、以下の検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

※ :原子力規制萎員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基

準」という。)である。本検査に関する条項は第 26条第 1項及び第 57条であり、

上記検査項目に係る事項について確認する。              イ

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は(工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

1

名称 個数

原子炉冷却系統冠設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

2



2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808063号
｀     (平 成 30年 8+月 6日 )

原規規発第 1811291号

(平成 30年 11月 29日 )

原規規発第 1901281号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備 されていることを確認

する。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可、届出番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

!    申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認する。

3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

2



② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精

度を有していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認す

る。

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順
1  

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

V 判定基準

1 材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること」

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・ll生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。 r

3



立会区分表

備考

検査項 目
※1

耐圧検査、

漏 え い 検

査

組立て及び

据付け状態

を確認する

検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

A/B※ 2

材料検査

B

技術基準

の区分

SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

余熱除去設備
非常用炉心冷却設備その他原子炉
注水設備  i     「

安全弁及び逃がし弁 (常設 )

施設名

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

ト

※1:記号説明 A/B:抜 取立会検査 B!記録確認検査

※ 2｀ :抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

遭
粛

Ｐ



丹lJれ烏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造く強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統  名 :余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号  :原規規収第 1610071号 205

年  月

原子力規制
‐
委員会

5



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期 日 自

至

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

6 検査範囲

日

　

日

月

月

年

年

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷去「設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設) 2個

7検査実施者   検査実施者二覧表のとおり

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

6



9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付tす状態を確認する検査記録

6検査用計器下覧表

7



検査実施者一覧表

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月 日

月

年

日

月

年

日

月

年

日



| :  検査結果下覧表

系統名 :余熱除去設備、非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

〇

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

1月 日

年

月 日

年

日月

外観検査

年

月 日

年

日月

年

月 日

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

酢月

検査項目

検査日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1二 1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可、届出

番号の記載が適切であ

ること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料-1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月 .日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。,

図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

てィ|る ことき

記録確認

年

月 日

年

月 : 日

年

月   日

12



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていることj

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

lV 8860A(弁箱)

年
月 日

記録確認

lV-8860B(弁箱)
月

年

日
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合1性確認検査成績書の識別番号 :

15



岸
⑤

検査方法

目視

/
記録確認

目視

/
記録確認

検査

結果
検査年月日

日

年

月

日

年

月

(llm)

沢1定値
2

(■ lEl)

許容値
※

20-20.2

20-20.2

20-20:2

20-20.2

主要寸法
※1

(■lm)

20

20

20

20

呼び径

のど部の径

弁座 日の径

リフト

呼び径

のど部の径

弁座 日の径

リフト

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 :原子炉令却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :各部の主要寸法の沢1定値が許容値を満足すること。

検査対象

lV-8860A

lV-8860B

備考         .

※ 1:公称値    ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 : 「

※ 3:最小値

募
草
が
華
ｌ
ω



添付資料-4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害1れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

lV-8860A

年

月 日

目視

/
記録確認

lV-8860B

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷去「系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

lV-8860A

年

月 日

ロィ視

/
記録確認

lV-8860B

年

日

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月日 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

19



原子炉冷却系統施設

6 余熱除去設備に係る次の事項

(5)安全弁及び逃がし弁の名称、種類(吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所
・常設

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。   ´

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、
(注3)非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備と兼用
(注4)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、

工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

設計図書による。

計測結果による。

］
〇

ゆ
華

Ｐ
ｌ
μ

変更後

lV‐ 8860A、 B(と 3)

同左

20(注 5)

20(注 5)

同左

変 更 前 (イ
主⇒

lV‐8860B(注 2)

平衡形 眸め

4.1(注 2)

4,542 以上 (注2)

19。 16(注 4)

5.50

2

lV‐ 8860B
Cコ ール ドレグヘの注入母管

lV‐ 8860A(注2)

19。 11(注 4)

5.50(注4)

lV‐8860A
Aコ ール ドレグヘの注入母管

名 称

ⅣIPa
吹 出 量  kg/h/個

mm

mm

mm

mm

系   統    名

(ラ イ ン 名 )

取
付
箇
所

設    置

総 水 防 護 上 の

区 画 番 号

浴 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

種 類

吹 出 圧 力

主
要
寸
法

弁 座 口 の 径

フ ト

材 料 ( 弁 箱 )

馬区 動 方 法

個 数
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資料 1-3

工事計画添付図面の補足抜粋

(以下、申請者の情報を基に作成したものである。)
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資料 2-3
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資料 3

検査用計器一覧表

(申 請者の情報を元に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

寸法検査 ノギス

寸法検査 ノギス

寸法検査 シリンダゲージ

寸法検査 ダイヤルゲージ

寸法検査 マイクロメータ

寸法検査 デプスゲージ
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施  設  名

系  統 名

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

:非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ほ う酸注入機能を有す る設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 206

平成 31年 4月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

施  設  名  :原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 206

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 30年 8月  7日 制 定

1 平成 30年 12月 12日

・ 2、 3頁  工事計画変更の認可番号の追記

・ 3、 13貢 共通事項 として使用前検査申請

書の確認を検査前確認事項に追加 ナ

2 平成 31年 2月 6日 ・ 2、 3頁  工事計画変更の認可番号の追記

3 平 成 31年 4月 15日

・ 3頁  工事計画変更の認可番号の追記

。3(13頁  共通事項 として工事計画の認可

番号の確認 を検査前確認事項に追加
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I検 査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律

第 166号 )第 43条の 3の 11第 1項 に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運

転等に関す る規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工

程に係 る使用前検査について、原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設及び原子炉格納

施設が、認可 した工事計画に従い製作 され、据付 けされ、原子力規制委員会規則で定め

る技術基準 (※ 1)に適合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施す

る。

1材料検査

2寸 法検査

3外 観検査

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

5耐 圧検査、漏 えい検査

※ 1:原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉系びその

附属施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6

号。以下 「技術基準」 とい う。)である。本検査に関する条項は第 17、

条、第 21条、第 32条、第 55条、第 58条、第 59条、第 69条、第

61条、第 62条、第 64条、第 65条、第 66条及び第 71条であ り、

上記検査項 目に係 る事項について確認する。

1



Ⅱ 検査場所

三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵庫区和 田崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲         、

1検査対象施設及び範囲

検査姑象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

2工 事計画認可・届 出関係

名 称 個数

原子炉冷却系統施設      .
非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設               i
ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設     「

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 80年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808063号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811291号

2



(平成 30年 11月 29日 )

原規規発第 1901281号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903271号

(平成 31年 3月 27日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係 る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備 されていることを

確認する。

b検査をす る工事のェ程、期 日及び場所が申請書 どお りであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材 料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。       ′

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載 されている材料が使用 され、かつ、技

術基準に適合 していることを確認する。

3 寸法検査                            |

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認すると

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認するЬ

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

3



② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視ヌは申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

6耐圧検査(漏 えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認す る。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で規定

時間保持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検

査終了後、技術基準の規定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないこと

を確認する。

(資 料 3「耐圧検査、漏えい検査要領図」参照)

V判 定基準

1材料検査

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

2寸 法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。          「

3外 観検査

有害な欠陥 (表 面に機能・サ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

4



食、浸食)が ないこと。

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

5耐 圧検査、漏 えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がない こと。

・著 しい漏 えいがないこと。

Ⅵ その他の事項

1底板は、耐圧検査・漏えい検査時に 目視確認できないことから、耐圧検査・漏え

い検査の代替 として、」IS Z 2329-2002に 定める方法による局部漏えい検査及び

」SME S NB1 2007に 定める方法による非破壊試験 (放射線透過試験又は浸透探傷試

験)を 申請者が実施 した記録により確認する。

2燃 料取替用水タンクについては、外表面に塗装が施工されている部分の耐圧検

査・漏えい検査について、塗装が施工 された状態においても、検査結果 (検査圧力

に耐え、かつ、異常のないこと及び著 しい漏 えいがないこと)に影響がないことを

申請者が評価 していることを確認する。

」IS Z 2329-2002発 砲 漏れ試 験方 法

11,含否基準 特に規定がない限り。連続する発れ又は気洵の成長芦 I夕 くは気依の贈出が″ct十 ,′ltギ谷法 >

判

定

基

準

透過写真の具備すべき条件

次の 1,か ら3.ま でに通合すること
と避過度離の記号および基坤穴が明らかに撮影されていること
2溶接部の位置を示すヨt号が、明らかに撮影されていること

3次の計算式により計算した試験部のきず以外の部分の透過写真の濃度が次の装に示す籟E目 を湾足すること

さら|こ逓巴度身体が量かれた部分の ユ5%以上低いか、または 30°/。以上高い濃度の言ll分 がないように撮影されてい

ること                                           イ

本な 厚 壇ゝ41 写真 i茂 度範囲

備 以下 1_0以 と35以下

50を超え1011以下 16以上 33以下

loOを超えるもの 2む 以上 35球下

Drま、選過写真の濃疫
F。 は、透過写真の濃度をユl定する装置から透遇写真を取り外した場合の透遇光爽

Fは、遊過写英の淡度を測定する装餞に透ね写真を取り付けた場合の透過光束

D富節税●豊

クラス1容器、クラスMC容器、
クラス2容器、

クラス8容器 (お よびクラス3相 当容器)、

クラス 1離曽′、クラス 2配管、

クラス 3配管

(お よびクラス3相当管)お よびクラ″く4醍管

次の 1か ら3ま でに適合すること。
1顔 S Z3104(1995〉 ♂)附凧書 4「透過写真によるきずのイ

`敏

の分類方法どの 1類であること。ただし、クラ/く MC
容器、クラス2容器、クラス8容器(お よびクラス 3イロ婆容審)、 クラス2配管、クラス8配管 (お よびクラノく

34自 こ当管)およびクラス4配管の場合にあつては、第 1‐こ及び第 4絶のきずについては、試験観野を 3倍に

拡大してきず点数を求め、その 3分の 1の値をきず点数とするととができる。

2第 1種及び第 ■種のきずがある場合には、それぞれのきずの隣接するほかで
'D第

1種及び第 る種のきずとの常̀
尋

の頌離が 26コ |ュll未油の場合にあつては、それぞれの傷の最大径が母材の癖さのむ、2す婆 (32重
=ゝ

lを超える場

合lま、32亜適)、 隣接サち他の第 1軽のきずとの間の距離が 2511H達 以上の場合にあつて,ま、それぞれのきず

の最大径が母材の摩さの03催 (64と liIと Jを超える場合は04nm)の値を超えないこと。この場合において、
1においてきず承教として算定しないきずについてな、きずとみなきない。

3母本方の厚さの 12倍 の長さの範囲で、隣接する第 2種のきず(/)岡 の距曹よが長い方の第 2′艤のきずの長きの C倍
未漉であり かつ、これらが越統して盛線上に並んでいるとき常こお1す ると珈′らの長さの合計が母材の厚さを

超えないこと

5



」SME S NB1 2007浸 透探傷試験

判

定

基

準

溶接蔀の場合

JIS Z2343・ 1の 「iO。 1 凝透指示模様の分類Jに より分類した結果、次の 1か ら5`ま でに適合すること

I.割れによる浸遊指示模無がないこと
2.長さlmmを超える線状浸透指示模1叢がないこと
3.長 さ4五mを超える円形状漫透指示棋様がないこと
4,4鶴以上の円形状浸盪摘示模様が直線…Lに並んでいる場合は、隣接する漫透指示模様の間の距雄が 1.bュuを超え

ること    ｀

5.面積が3750442の長方形 (短辺の長さは、25 xttn以上とする)内に円形状浸透指示模様が10佃以上含まれない

こと。ただし、長さが 1.5m騒 以下の凝透指示攘様は算定することを要し
'Fい

。

開先面の場合

Z2343‐ 1の 1, か 5. で

1.部lれによる凝透描示模様がないこと
2.線状浸透指示穣様がある場合は、その長さが次の表のた項に掲げる母材の厚さの区分に応じ、それぞれ同表の右項

に掲げる値以下であること

母材の厚さの区分 (4重〉 l線状欠陥の長さ (こ4m)

16以下 2

iCを超え 50以下 4

50を超えるもの 6

3.口形状浸透指示模様がある場合は、その長さが 44mメ下であること

4.4個以上の線状浸透嶺示模様または熙形状長透指示模様が直線上に並んでいる場合は、隣接する浸透指示模様の間の

距離が 1.54mを超えること

6:爾績が 3750■襲躍の長方形 (短辺の長さは、2544以 上とする)内に長さが 1.5m重 を超える分散浸透指不棋様

が 10構以上含まれないこと                       
｀

6



ヘ ヨ

立会区分表

※ 1:記号説明    ~
A/B:抜 取立会検査

B   :記 録確認検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項 目ごとに 1回以上とする。

備考

検査項 目
※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据

付け状態を確

認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

クラス 2

SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備

ほう酸注入機能を有する

設備

圧力低減設備その他の安

全設備 (格納容器安全設

備 )

容器

燃料取替用水タンク

施設名

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

ヨ
謙

岸



男町糸氏2

関西電力株式会社

高浜発電所第■号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設  名  :原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

系  統  名 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ほ う酸注入機能を有す る設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 2-06

年
｀

月

原子力規制委員会

8



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏 えいに係 る使用前検査

3検査申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検査場所 三菱重工業株式会社

パフィ ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検 査範囲

月

　

月

年

年

自

至

日

　

日

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設   :

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設

は う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

検査実施者一覧表のとお り

検査結果一覧表の とお り

即
7検査実施者

9

8検査結果



9添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材 料検査記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録

.5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐 圧検査、漏 えい検査記録

10



検査実施者一覧表

ド
騨

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月 日

年

月   日

年

月   日

年

月   日



1                  検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほう酸注入機能を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器 如

燃料取替用水タンク

Ｐ
雨

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

組立て及び据付け状
態を確認する検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の 「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書どおりであること

を確認する。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料-1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

年

月
1日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

:月   日

年

月   日

15



添付資料-1二 4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

16



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

17



添付資料-1-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

系統構成が完了 して

いること。

立会/

記録確認

年

月 ' 日

立会/
記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

18



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷去「設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

孵 押 替用水タンク :■固

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

胴   板
年

月 日

記録確認

屋 根 板
年

月 日

底   板
年

月 日

側マンホールふた
年

月 日

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

19



添付資料 -3-1

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷去P設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料敢替用水タンク 脚

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

胴 内径
年

日月
記録確認

胴板厚 さ
年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

20



添付資料-3-2

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パ ワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :日固

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検

結

査

果
検査方法

屋根板厚 さ
年

日月
記録確認

底板厚 さ
年

日月
記録確認

出 日管 台 (余

熱 除去ホ
°
ンフ

°
)

外径

年

日月
記録確認

出 口管台 (余

熱 除去ホ
°
ンフ

°
)

厚 さ

年

日月
記録確認

出 日管 台 (内

音トスフ
°
レホ

°
ンフ

P)

外径

年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

21



添付資料-3-3

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子廊冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク:■伸
判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

出 口管台 (内

部スフ
°
レホ

°
ンフ

°
)

厚 さ

年

日月
記録確認

給水入 口管台

外径

年

日月
記録確認

給水入 口管台

厚 さ

年

日月
記録確認

出 口管台 (充

てん/高 圧注

入ホ
°
ンフ

°
)外 径

年

日月
記録確認

出 日管台 (充

てん/高 圧注

入ホ
°
ンフ

°
)厚 さ

年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-3-4

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重I業株式会社 ノくワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

十計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水客ンク :■伸

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

出 口管台 (燃

料取替用水ホ
°

ンフ
°
)外径

年

日月
記録確認

出 口管台 (燃

料取替用水ホ
°

ンフ
°
)厚 さ

年

日月
記録確認

側マンホール管台

外径

年

日月
記録確認

側マンホール管台

厚 さ

年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-3-5

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 i三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷去Π設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク:■伸
判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

イ貝llマンホールふた

厚 さ

※ 3
年

日月
記録確認

高   さ
年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※ 3:最小値
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添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録
検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

三菱重工業株式会社 パ ワー ドメイン 原子力事業部

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有す る設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水ィンタ:■伸

検査範囲

判定基準 :有害な欠陥 (表 面に機能 。Jl生 能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・塗装施工前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。
「

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

搭料取替用水タンク :I■陣

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・′
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・組立て及び据付け状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 -5

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タィク11陣

検査範囲

判定基蜂 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。イ

検査紺象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
年

月 日

目視

/
記録確認

備 考             |
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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Ｎ
∞

検査方法

目視

/
記録確認

検査結果検査年月 日
区分

漏えい

検査時圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

最高使用

圧力>1

(MPa)

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉,い冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

容器

燃料取替用水タンク

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著 しい漏えいがないことも

備考
‐
※ l:重大事故等時における使用時の値。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

:   ※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

・底板の溶接部について、局部漏えい検査及び非破壊試験 (放射線透過試験又は浸透探傷試験)を 申請者が実施 した結果、異常のないことを申
請者の記録により確認。 □確認

郭
草
が
華
ｌ
ω



Ｎ
Ｏ

工事計画本文

(以下、 「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成 したものである。 )

原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、原子炉格納施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほ う酸注入機能を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

常設 (1/3)

変 更 後

燃料取替用水タンク (注 0

同左

変 更 前

燃料取替用水タンク

たて置円筒形

大気圧

95

名 称

ll1 3/個

℃

llull

llull

lЫ l

mln

:lШ I

班選とこ

種 類

容 量

最 高 使 用 圧 力

最 高 使 用 温 度

月同 内    径

胴 板 厚 さ

屋 根 板 厚 さ

底 板 厚 さ (注め

出  口  管  台

(余 熱 除 芸 ポ ン プ )

外       径

出  口  管  台

(余 熱 除 去 ポ ン プ )

厚       さ

主
要
寸
法

が
華

解

（
岸
＼

∞
）

検査対象



(2/3)

変 更 後変 更 前

mlll

IllHl

▲lm

tllilし

mBl

鳳Hl

俎圧ll

:llHl

出   層   管   台

(内 部 ス プ レ ポ ン プ )

外        径

出   口   管   台

(内 部 ス プ レ ポ ン プ )

厚        さ

給 水 入 口 管 台 外 径

給 水 入 口 管 台 厚 さ

出   口  管   台

(充 てん/高圧注入ポンプ)

外          径

出   口  管   台

(充 てん/高圧注入ポンプ)

厚          さ

出   口   管   台

(燃 料 取 替 用 水 ポ ン プ )

外         径

出   口   管   台

(燃 料 取 替 用 水 ポ ン プ )

厚         さ

主
要
寸
法

∞
〇

:検査対象

聯
華

岸

（
Ｎ
＼

∽
）



(3/3)

同左

同 左

変 更 後

燃料取替用水ライン 儀の

変 更 前

包i14

mlll

lな足l

mm

板 (注 8)
底

側 マ ン 本 ― ル ふ た

名

嘉

，

系    統

(ラ イ ン

設    置    床

の
号

上護

番

防

画

水途

区

の

さ上
続

護

要

防水
駒

浴

配

倒マンホール管台外径

側マンホール管台厚さ

側マ ンホエルふた厚 さ

さ (注 7)一島

板Л周

屋   根   板

数個

取
付
箇
所

主
要
寸
法

材
料

∞
Ｐ

ゆ
華

岸

（
∞
＼

∞
）



資料 2(1/4)

検 査 範 囲 図  (1//4)  (以 下、「検査範囲図」は申請者の情報 を基に作成 したものである。 )

原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、原子炉格納施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほ う酸注入機能を有す る設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格 納容器安全設備 )

容器

取 用水 タン ク

∞
］

検 査 範 囲 図



検 査 範 囲 図 (2/4)(以 下、「検査範囲図」は申請者σ)情 報を基に作成 したものである。)

∞
∞

資料 2(2/4)

検 査 範 囲 図



検 査 範 囲 図 (3//4) (以 下、「検査範囲図Jは 申請者の情報を基に作成したものである。)

∞
ト

資料 2(3/4)

検 査 範 囲 図



検 査 範 囲 図 (4//4) (以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

∞
い

資料 2(4/4)

検 査 範 囲 図



資料 3(1/2)

耐圧検査、漏 えい検査要領

(以 下、 「検査要領図」は申請者の情報を基に作成 したものである。 )

∞
〇

耐圧検査・漏えい検査要領図



資料 3(2/2)

耐圧検査、漏 えい検査要領

(以 下、耐圧検査、漏 えい検査要領 は申請者 の情報を基 に作成 した ものである。 )

1.耐圧検査

トップアングル上面よ り下方 向へ 50mm以 内まで水張 りし 10分以上保持後、

検査圧力 に耐 え、かつ、異常のない ことを確認す る。

2.漏 えい検査

耐圧検査終了後、著 しい漏 えいのない ことを確認す る。

3.昇 降圧 曲線

圧 カ

静水頭圧

時 間

4.検 査条件

※ 1:規定圧力 は 「技術基準規則 1に よる

耐 圧

検 査
涌えい

検 査

機器名

最高使用

圧  力

(MPa)

検査圧力

と

規定圧力

耐圧検査

圧  力

(MPa) ※1

漏 えい検査

圧    力

(MPa) ※ 1

耐圧検査

保持時間

(min)

水圧・気圧

の別

検査圧力 静水頭圧 静水頭圧燃料取替

用水 タンク
大気圧

規定圧力 静水頭圧 静水頭圧

≧ 10 水 圧
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統  名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A

格納容器サンプB― B

要領 書 番 号  :原規規収第 1610071号 2-07-1

令和元年 6月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 ,高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

施 設 名  :原子炉冷却系統施設

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610071号 2-07-1

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 6月 20日 制定
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I 検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 16

6号)第 43条の3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規

則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係る使用前検査につ

いて、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画 (※ 1)に従い製作され、据付けされ、原子力

規制委員会規則で定める技術基準 (※ 2)に適合するものであることを確認するもので、以下の

検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

※ 1:認可した工事計画とは、原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注

水設備 只守蔵槽について、格納容器サンプB‐ A及び格納容器サンプB tt Bを設置

する工事に係るものである。

※21原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技

術基準」という。)である。本検査に関する条項は第 32条第 1走 4項、第44条、

第 60条、第 61条、第 62条及び第 71条であり、上記検査項目に係る事項に

ついて確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲

検套対象施設及び範囲は(1工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 3「検査範囲図」参照。)

1



高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1006104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号

(平成 30年 6月 27日 )

.    
原規規発第 1898063号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811291号

(平成 30年 11月 29日 )

原規規発第 1901281号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903271号

(平成 31年 3月 27日 )

原規規発第 19042612号

(平成 31年 4月 26日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名称 個数

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A

1

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― B

1



Ⅳ 検査方法

r共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項                         、

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認する。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査                   _

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基準

に適合していることを確認する。

寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4 外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 3「検査範囲図」参照)

3

3



5 組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手ll贋

目視によりt機器等の組車て及び据付け状態※を確認する。

(詳細は資料 3「検査範囲図」参照)

※ :塗装後の外観確認も含めて実施

V 判定基準

1 材料検査  
′                  ―

工事計画のとおりであり、技術基準に適合することど

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することσ

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能 。ll生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

4



立会区分表

備考

検査項目
※1

組立て及び

据付け状態を

確認する検査

A

外観検査

A

寸法検査

A/B※ 2

材料検査

B

技術基準

の区分

耐震

クラス

S

系統お

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A

格納容器サンプB― B   ―

施設名

原子炉冷却系統施設

働

※ 1:記号説明

A:立会検査

A/B:抜 取立会検査                :

、B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごとに 1回以上とする。

ヨ
粛

Ｐ



男町労張2

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系  統  名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽            ′

格納容器サンプB― A

格納容器サンプB― B

要領 書 番 号  :原規規収第 1610071号 歩07-1

年  月

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1 発電所名  関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

2 検査の種類  構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請   使用前検査申請番号

4 検査期 日   自

至

5 検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6 検査範囲

月

　

月

年

年

日

　

日

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A l個

格納容器サンプB一 B l個

7検査実施者  検査実施者一覧表のとおり

7



9 添付資料

8検査結果   検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 材料検査記録

3 寸法検査記録

4 外観検査記録

5 組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6 検査用計器一覧表

8



検査実施者下覧表

く0

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月   日

年

月 日

年

月   日



検査結果下覧表
系統潟 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB tt A

格納容器サンプB tt B

ド
〇

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月    日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月    日

年

月    日

年

月    日

寸法検査

年

月    日

年

月    日

年

月 日

材料検査

年

月    日

年

月 口

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査口

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備 されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の 「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月  日

年

月 日

年

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料 1-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月 日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料 1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者 の品質記録 が

準備 されていること。
記録確認

年

月 日

年

月 日

年

月 日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月 日

年

月 日

年

月 日

15



添付資料 2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A:1個
 ́ 格納容器サンプB― B:1個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器

サンプB― A
鉄筋コンクリー ト

月

年

日
鰯

格納容器

サンプB― B

備考

・記録確認は、,申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

16



添付資料 3

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A:1個
格納容器サンプB― B:1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
寸法

※1

(mm)

許容値
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

格納容器

サンプ B― A

た て

年

日月

目秒y

帥

格納容器

サンプ B― B
年

日月

目視/

翻

格納容器

サンプ B― A 仕切壁

高 さ

年

日月

目つ議/

納格納容器

サンプ B tt B

格納容器

サンプ B― A

仕切 壁

厚 さ

年

日月

目視/

軸格納容器

サンプ B― B

格納容器

サンプB一 A 年

日月

目視/

帥格納容器

サンプ B― B

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

(
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添付資料 4

高操発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽
!   格納容器サンプB― A:1個

格納容器サンプB一 B:1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器サンプ B― A
年

日月
目 視

格納容器サンプ B― B
年

日月
目 視

備考
・塗装施工前の状態で確認

18



添付資料 5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A:1個
格納容器サンプB― B:1個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器サンプ B― A
月

年

日
目 視

格納容器サンプ B― B
月

年

日
目 視

備考
。日視可能な範囲での塗装後の外観 (有害な欠陥 (表面に機能・ ll生能に影響を及ぼすおそれのあ

る傷、割れ、変形、腐食、浸食)がないこと。)も含めて確認。

19



添付資料 6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

20



工事計画本文
(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A   エ

格納容器サンプB― B

(注1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注2)公称値

(原規規発第1606104号 平成28年6月 10日 認可)

Ю
Ｐ

ゆ
華

解
―
岸

変 更 後

格納容器サンプB―B

変更なし

)

変更なし

1

格納容器サンプB一A

l

変 更 前 帳D

格納容器サンプB

プール形

鉄筋 コンクリー ト

1

名 称

m3

■lm

■lm

■lm

■lm

■lm

種 類

容 量

た て

横

深 さ

仕 切 壁 高 さ

仕 切 壁 厚 さ

材 料

個 数

主
要
寸
法



変 更 後

変更なし

変更なし

変 更 前

格納容器サンプB―B

プール形

鉄筋コンクリー ト

1

格納容器サンプBA

1

名 称

3

■lHl

■lln

■lm

■lm

■lm

種 類

容 量

た て

横

深 さ

仕 切 壁 高 さ

仕 切 壁 厚 さ

材 料

個 数

主
要
寸
法

Ｎ
Ｎ

(注1)公称値

(原規規発第1808063号 平成30年8月 6日 変更認可)

検査対象 が
華

岸
Ｉ
Ｎ



資料 2

寸法許容範囲
(以 下、「寸法許容範囲」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

寸法許容範囲の根拠一覧

出典 :日 本建築学会 「建築正

鉄筋 コンクリマ トエ事 JASS 5N」

名  称

適用寸法 (■ lm)

備   考

最大値 公称値 最小値

格 格
糸内糸内
容 容
器 器
サ サ
ン ン
プ プ
B B
I  I

A B

た て

格納容器サンプB一A

格納容器サンプBB

仕切壁高さ

仕切壁厚 さ

根  拠

格納容器サンプBA
た て

格納容器サンプB―B

仕切壁高さ

格
納
容
器
サ
ン
プ

Ｂ
Ｉ
Ｂ

格
納
容
器
サ
ン
プ

Ｂ
Ｉ
Ａ

ア
」
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資料 3-1

検査範囲図 (1/3)
(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― A
格納容器サンプB― B

検 Tヽ11州図 1
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資料 3-2

検査範囲図 (2/3)

iサ i甲 討七担Hメ 12

("il L′ l'‐
「
1111411蕉 帝九ち伍1士 )

25



（従
景
ｆ
一髯
≡
ｔ
一二
上
一５

”
Ｆ
三
Ｐ
奪
導

∝
―
甲
軍
椒

〇
∝

（
∽

CイD



資料 4

検査用計器一覧表

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

寸法検査 コンベ ックス L:測定長 (m)

寸法検査 コンベ ックス L:測疋
~長

(m)
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造(強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号 :原規規収第1610071号 2-08

平成 31年 2月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第1号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査実施要領書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-08

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成31年 2月 27日 制定
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I 検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第

166号 )第 48条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等

に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係

る使用前検査について、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付け

され、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合するものであることを確認する

もので、以下の検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基

準」という。)である。本検査に関する条項は第 20条第 1項及び第 57条であり、

上記検査項目に係る事項にういて確認すると

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

Ⅲ 検査範囲

検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「I事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

1

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

名 称 個数

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷去「設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

1

1



2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号

(平成 30年-6月 27日 )

原規規発第 1808063号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811291号

(平成 30年 11月 20日 )

原規規発第 1901281号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項                               「

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確

認する。

b検査をする工事 (夕)工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可、届出番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

|(1)検査前確認事項        .
① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認するЬ

3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

2



③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精

度を有していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認す

る。 、                                .

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項                     '
① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)     'i

V 判定基準

1 材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

3



立会区分表

備考

検査項 目
※ユ

耐圧検査、

漏えい検査

組立て及び

据付け状態

を確認する

検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

A/B※ 2

材料検査

B

技術基準

の区分

SAク ラス2

耐震

クラス

S

系統名

非常用炉心冷却設備その他原子炉
注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設 )

施設名

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

ト

※ 1

※ 2

記号説明 A/B:抜 取立会検査 B:記 録確認検査

抜取立会検査における立会は、検査項 目ごと1回以上とする。

運
粛

μ



丹可湘氏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 : )信常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-08

年  月

原子力規制委員会

5



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期日 自

至

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所
｀
福井県大飯都高浜町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

6 検査範囲

月

月

年

年

日

　

日

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設   ト

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設) 1個

7検査実施者   検査実施者=覧表のとおり

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり

6



9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6検査用計器一覧表

7



検査実施者二覧表

∞

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

月

年

日

月

年

∬

月

年

旧



検査結果一覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

⑮

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月 日

年

日月

年

日月

外観検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

寸法検査

年

日月

年

月 日

年

月

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」
｀
に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事のI

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可、届出

番号の記載が適切であ

ること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料-1下 2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

I検
査用計器が校正され

ており有効期限中であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

13



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

′ 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合することと

検査対象 使用材料 検査年月日
査

果

検

結
検査方法

lV 8861(弁 箱) SCS14A 年
月 日

記録確認

備 '考

6記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

15



牌
ω

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること①

検査方法

目視

/
記録確認

備考

※ 1:公称値    ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適舎隆確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

測定値

(mml

許容値
※2

(■lm)

20ハ▼20.2

20-20.2

主要寸法｀1

(■ l14)

20

20

検査対象

呼び径

のど部の径

弁座 日の径

リフト

lV-8861

郭
草
歴
華
―
∞



添付資料i4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査封象 検査年月日
検査

結果
検査方法

lV-8861

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合陛確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

lV-8861

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考 、

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

18



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料二6

検査年月日:    年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備考

19



 `       工事計画本文
(以下、 「工事計画本文」ヤま申請者の情報を基に作成 したものである。 )

原子炉冷却系統施設

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(5)安全弁及び逃がし弁の名称、種類、吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所
。常設

Ю
Ｏ

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、

(注3)員元工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、

(注4)公称値

設計図書による。

計沢1結果による。

ゆ
華

岸
―
騨

変 ・更 後

lV‐8861

平衡形

4.1(注 ?)
同左

4 542 以 上

20(注4)

20(注4)

SCS14A

同左

変 更 前 l注っ

10.1(注3)

5.50(注3)

ASTM A‐ 351 CR‐ CF8M(SCS14A本目当)(注
2)

1(注 2)

lV‐ 8861
ホン トレグヘの注入母管

名 称

IヽPa
kg/V個

mm

mm

mm

mm

種 類

吹 出 圧 力

吹 出 里

呼    び    径

の ど 部 の 径

弁 口 の 径

リ フ ト

材 料 (弁 箱 )

駆 動 方 法

個 数

系 統 名

)(ラ イ ン 名

設    置    床

総 水 防 護 上 の

区 画 番 号

捻 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

主
要
寸
法

取
付
箇
所



資料 1-2

工事計画添付図面の補足抜粋

(以下、申請者の情報を基に作成 したものである。 )
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検査範囲図
(以 下、 「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである9)

Ｎ
囀

環
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日
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一



資料 2-2

23



資料 3

検査用計器一覧表

(申 請者の情報を元に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

寸法検査 ノギス

寸法検査 ノギス

寸法検査 シリンダゲージ

寸法検査 ダイヤルゲージ

寸法検査 マイクロメータ

寸法検査 デプスゲエジ
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設        !

原子炉格納施設

系 統 名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設 )

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-09

令和元年 10月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査実施要領書

施  設 、名 :原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 2-09

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 10月 11日 制定
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I 検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第

166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等

に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係

る使用前検査について、原子炉冷却系統施設及び原子炉格納施設が、認可 した工事計画に

従い製作され、据付けされ、原子力規制委員会規貝Jで定める技術基準 (※ )に適合するもの

であることを確認するもので、以下の検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

5 耐圧検査t漏えい検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基

準」とい う。)である。本検査に関する条項は第 17条、第 21条第 1項、第 32条、

第 55条、第 58条第 1項、第 62条、第 64条第 1項及び第 2項、第 65条並びに

第 66条であり、上記検査項目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

1



Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「 工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

′   (平 成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認 可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年、1月 25日 )

原規規発第 180む277号

(平成 30年 6月 27日 )

原規都発第 1808063号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 18H291号
(平成 30年 11月 29日 )

原規規発第 1001281号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903271号

(平成 31年 3月 27日 )|

原́規規発第 19042612号

(平成 31年 4月 26日 )

原規規発第 1906217号

(令不日元年 6月 21日 )

原規規発第 1908191号

(令和元年 8月 19日 )

上記以降の変更については、、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名称 個数

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

(格納容器安全設備 )

主配管 (常設 )

一式



Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備 されていることを

確認する。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2 材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されているこどを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認する。

3 寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精

度を有していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4 外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)
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5 組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

6 耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保

持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、

技術基準の規定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V 判定基準

1 材料検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

5 耐圧検査、漏えい検査

― 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと

4



立会区分表

備考

検査項 目挙
1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び

据付け状態

を確認する

検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

クラス 2
SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

非常用炉心冷却設備そ

の他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の

安全設備 (格納容器安

全設備 )

主配管 (常設 )

施設名

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

※ 1:記号説明  A/B:抜 取立会検査

B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

遭
粛

岸



ダJll紙 2

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設

系  統

名 :原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設)

要 領 書番 号 :原規規収第 1610071号 2-09

年  月

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期 日 自

至

5 検査場所 関西電力株式会社 高浜ヌ光電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6 検査範囲

日

　

日

月

　

月

年

年

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷去,設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設  :
圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設)、 一式

7 検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

7

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり



9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐王検査、漏えい検査記録

7検査用計器=“覧表

8



検査実施者■覧表

⑬

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月 日

月

年

日

月

年

日

月

年

日



、 検査結果一覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備) 主配管 (常設 )

牌
〇

備  考ヽ
査

査

検

検

い

圧

え

耐

漏

年

日月

年

日月

年

日月

年

日月

年

日月

年

日月

外観検査

年

日月

年

日月

年

日月

寸法検査

年

日月

年

附月

年

日月

材料検査

年

日月

年

日月

年

日月

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査日

結果



添付資料 1下 1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事 のェ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

とと

記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月  日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていることを
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

12



添付資料 と-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料 1-4

外観検査

高浜発電所第
11号

機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料 1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項ン

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

15



添付資料 1下 6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

16



添付資料 2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式           ‐

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること:

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁   (lMOV-6400A、  B)

SUS304TP 年

月   日
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

弁 (lMOV-8817A、 B)下流

分岐′煮

ゲ書(lMOV下8819)

SUS316TP 年

日月

記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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牌
Ｏ

検査方法
査

果

検

結
検査年月日

測定値
※3

許容値
※2

9。 7以上

/
9,7以上

/
7.1以上

厚 さ (Hlm)

主要
※1

寸法

11.1

/

11.1

/

8.2

測定値許容値
※2

35214-359.6

/
352.4-359。 6

/
214.7-218,7

外径 lmm)

主要
※1

寸法

355.6

/
355.6

/
216.3

管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設):一式

燃料取替用水タンク

ブ書(lMOV-6400A( B)

備 考            ′

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※ 3:最小値

郭
奪
ゆ
華

ω
ｌ
岸



酌
〇

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※ 5:適合隆確認検査成績書の識別番号 :

※ 3:最小値  ※4:エルボを示す。

検査

結果
検査年月日

月

年

日

月

年

日

厚 さ(剛)

測定値

※

許容値
※

8.1～ 10.5

8.1以上

主要
※1

寸法

9.3

9。 3※
4

外径 (mml

測定値許容値
※2

270,3-275.9

269.9-277.1

主要
※1

寸法

273,1

273.1※ 4

検査対象

管

管
糸匹
手

デ書(lMOV-8817

A、 B)下流

分岐ザ点

弁 (1ヽ10卜8819)

郭
草
が
華

ω
ｌ
Ｎ



添付資料 4‐ 1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):二式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

ヴ書(lMOV-6400A、  B)

年

日月

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料4-2

高浜発電所第 .1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷去「設備その他原子炉注水設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

弁 (lMOV-8817A、 B)下流分岐サ点

チ註(lMOV-8819)

年

日月

目視

/
記録確認

備 考

i記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

22



添付資料 5-1
高浜発電所第 1号機

i     
組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設   ~

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

デF(lMOV-6400A、  B)

年

日月

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合il生確認検査成績書の識別番号 :

23



添付資料 5-2
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 (常設):二式

判定基準 i工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

弁 (lMOV―e817A、 B)下流分岐点

デ書(lMOV-8819)

年

日月

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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ふЭ
働

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査
方法

目視

/
記録確認

備 考

※ 1:静水頭圧 (燃料取替用水タンタのオーバーフローレベルからの水頭圧)とする。

・記録確認は(申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査
結果

検査年月日

年

月   日

水圧、気圧
区分

水圧

漏えい

検査時圧力
(MPa)

検査時
保持時間

(分 )

規定
保持時間

(分 )

10

耐圧検査
(時圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力
(MPa)

0※
1

最高使用

圧力

(MPa)

0

検査対象

燃料取替用水タンク

弁  (lMOV-6400A、  B)

鶉
草
が
華

ｏ
ｌ
Ｐ



査
法

検
方

目視

/
記録確認

検査
結果

検査年月 日

年

月   日

区分
(MPa)

時圧力

い

保持時間
(分 ))

保持時間時圧力規定圧カ
(MP占 )

6.15

圧力

(MPa)

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 〔(常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと。

デ註(lMOV-8817A、  B)¬Fり花

分岐〕点

チ書(lMOV-8819)

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

ふЭ
⑤

郭
草
が
華

ｏ
ｌ
Ｎ



添付資料 7

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月日 : 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 浪1定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

27



Ｎ
∞

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 主配管 (常設 )

工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

対象外

聯
華

騨
―

岸

材  料

SUS304TP

(■lm)

厚   さ

11.1

/
11.1

/

(注6)

8.2

(注 3)

(■ ll■)

外  径

変更なし

(注9

355!6

/

355.6

/

(注 61

216.3

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(ヽlPa)

変更なし

燃料取替用水

タンク

デ書(lMOV-0400

A、 B)

(注5)

変 更 後

称名

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

材  料

SUS27TP

(注D

SUS304TP

(■u■)

厚   さ

(注3,4)

11.1

(注 3,4)

11.1

(mm)

外  径

(注 3)

355.6

(注 3)

355。 6

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0

変 更 前

名    称

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

燃料取替用水

タンク

デ書(lMOVT6400

A、  B)

(注 1)



材  料

(■lm)

厚    さ

(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(ヽlPa)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

SUS316TP

変更なし

9,3273,1

変更なし

変更なし

(注 3,

SUS32TP

SUS32TP

変 更 後

称名

(■lm)

材  料厚   さ

(注3,9)

25,4

(注3)

25.4

(■lm)

外  径

(注3,9)

273.1

(注 3)

273.1

最高使用

温  度

(℃ )

200

200

最高使用

圧  力

(MPa)

4.1

(注2)

17.16

(注2)

変 更 前

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

(注36)

チ書(lMOV-8817

A、 B)下流

分岐点

デ書(lMOV-8819)

(注38)

デ|(lMOV-8819)

格納容器貢通都

PEN#258

称名

Ю
Ｏ

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～弁 (卜6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。
(注3)公称値
(注4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、記載内容は、設計図

書による。
(注5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備 )

兼用
(注6)重大事故等時に使用
(注7)記載の適正化を行 う。R九工事計画書には 「SUS27TP」 と記載
(注8)記載の適正化を行 う。員元工事計画書には 「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8926)」 と記載
(注9)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。
(注10)計測制御系統施設の うちほう酸注入機能を有する設備 と兼用
(注11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (1〒8926)～弁 (1-LCV-115D、 E)」 と記載
(注12)記載の適正化を行 うЮ既工事計画書には 「格納容器サンプ～弁 (1 881lA、 B)」 と記載
(注13)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書 「原子炉格納容器」による。

のうち消火設備 と

ゆ
華

騨
Ｉ
Ю



(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注20)

(注21)

(注22)

(注23)

(注24)

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注 32)

(注 33)

(注34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注44)

(注45)

(注46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

(注 52)

(注53)

(注54)

(注55)

重大事故等時における使用時の値
記載の道正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の道正化を行 う。員九工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

「弁 (1 881lA、 B)～弁 (18812A、 B)」 と記載
「SUS32TP」 と記載
「燃料取換用水タンク年逆止弁 (1-d958)」 と記載
「逆止弁 (18958)～弁 (18809A、 B)」 と記載
「燃料取換用水タンク～弁 (卜 5400)」 と記載
「充てん/高圧注入ポンプ出日連絡管分岐点～レジューサ (4× 3)」 と記載
「レジュエサ (4× 3)～ レジューサ (4× 3)」 と記載
「レジューサ (4× 3)～弁 (Ⅲ8803A、 B)」 と記載
「弁 (18803A、 B)～ほう酸注入タンク入 ロレジューサ (6× 3)」 と記載
「ほう酸注入タンク出ロレジューサ (6× 3)～弁 (卜8801A、 B)」 と記載
「弁 (18801A、 B)～格納容器」と記載_

「充てん/高圧注入ポンプ出日連絡管分岐点～レジューサ (4× 3)」 と記載
「レジューサ (4× 3)～ レジューサ (4× 3)」 と記載
「レジューサ (4× 3)～弁 (卜8815)」 と記載
「弁 (1-8815)～格納容器」と記載
「ほう酸注入タンク入 ロラインレジューサ (4× 3)出 日分岐点～弁 (1-8816)」 と記載
「弁 (18816)～格納容器」と記載
「コ‐ル ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4× 3)出 口分岐点～弁 (1二 8814)」 と記載
「弁 (18814)～格納容器」と記載
「弁 (18818A、 B)年格納容器」と記載

は「コール ドレグヘの注入母管分岐点～弁 (18819)」 と記載
のものを選定する。
は 「弁 (1-8819)～格納容器」と記載
|ま 「格納容器貫通部 #229～分岐点」と記載
′ま「分岐点～逆止弁 (18944A、 B、 C)」 と記載
は「弁 (1-8944A、 B、 C)～主冷却材管ィレープ低温側注入ライラ合流点」と記載
は「 (最小)9お」と記載
め記載の適正化を行 う。
は「 (最小)9.5/(最小)9.5/一 」と記載
′ま「格納容器貢通部 #262～分岐J煮」と記載
は「分岐点～逆止弁 (1-8942A、 B、 C)」 と記載
は「逆止弁～合流点」と記載

イま「格納容器貫通部 #261～分岐′点」と記載
は 「分岐点～逆止弁 (18989A、 B、 C)」 と記載
は「格納容器貫通部 #276～分岐点」と記載
は「分岐点～逆止弁 (18937A、 B、 C)」 と記載
は 「逆止弁～合流点およびレジューサ (6× 2)」 と記載
イま F弁 (1-8937C)及び弁 (18989C)～弁 (1-8940C)」 と記載
イま「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

∞
〇

記載の道正化を行 う
記載の適正化を行 う
記載の適正化を行 う
記載の適正化を行 う
記載の適正化を行 う
記載の適正化を行 う
記載の適正化を行 う
余熱除去設備 と兼用

。既工事計画書に

。既工事計画書に

。既工事計画書に

。既工事計画書に
。既工事計画書に

。既工事計画書に

。既工事計画書に

記載の道正化を行 う。既工事計画書に
エルボについては管 と同等以上の厚 さ
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。員元工事計画書に
記載の道正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
公称値は既工事計画書に記載がないた
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 うと既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
エルボを示す。
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の道正化を行 う。F九工事計画書に
記載の適正化を行 う。員元工事計画書に
記載の道正化を行 う。R九工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に
記載の適正化を行 う。既工事計画書に

ゆ
華

牌
―
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(注56)

(注57)

(注58)

(注 59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

(注65)

(注66)

(注67)

(注68)

(注69)

記載の適正化を
記載の適正化を
記載の適正化を
余熱除去設備及
記載の適正化を
記載の道正化を
記載の適正化を

記載の適正化を
記載の適正化を

行 う。既工事計画書に
行 う。既工事計画書に
行 う。既工事計画書に
び計測制御系統施設の

行 う。既工事計画書に
行 う。既ェ事計画書に
行 う。既工事計画書に
行う。既工事計画書に
行う。既工事計画書に

は

イま

イま

つ

イま

才ま

|ま

は

は

「格納容器貫通部 #263、 224～分岐点」と記載
「分岐点～弁 (卜8973A、 C)お よび弁 (1■ 8972A、 B)を経て弁 (卜8973B)」 と記載
「弁 (1-8973A(B、 C)～弁 (卜 8945A(B、 C)」 と記載
ちほ う酸注入機能を有す る設備 と兼用
「格納容器貫通部 #258～分岐点」 と記載
「分岐点～弁 (1-8935A、 B)」 と記載
「弁  (1-8935A、  B)～弁  (1-8940A、  B)」  と記載
「アキュム レータA、 B、 C～弁 (卜8808A、 B、 C)」 と記載
「弁 (卜8808A、 B、 C)～弁 (1-8948A、 B、 c)」 と記載

本設備は既存の設備である。       、
原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用
SUS32TP同 等材 (SUS316TP)への取替 えを行 う。
蒸気 ター ビンの附属設備及び原子炉格納施設 の うち圧力低減設備 その他 の安全設備 (格納容器安全設備 )と 兼用
SUS27TP同 等材 (SUS304TP)への取替 えを行 う。

ω
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資料 1-5

工事計画添付図面の抜粋

(以 下は申請者の情報を基に作成したものである。)

1.許容範囲の根拠

(1)主配管

出典 :日 本工業規格 」IS B 2312 「配管用鋼製突合せ溶接式管継手」

(注 1)T継手

出典 :日 本工業規格 JIS G 3459 「配管用ステンレス鋼鋼管」

日本工業規格 」IS B 2312 「配管用鋼製突合せ溶接式管継手」

(注 1)公称値は、米国国家規格協会 (ANSI)イ b基づく

(注2)エルボ

名 称 外径 (■lm) 厚 さ (llm) 根 拠

非常用炉心

冷却設備

その他

原子炉

注水設備

管継手 伽 )

8B

(端部の外径 )

公称値
+2.4Hlm

―-1.6mm

(216i3+2.4/-1.6)

公称値
十規定しない

-12.5%
(8.2-1.1)

」IS B 2312

14B

(端部の外径 )

公称値
+4.Omm

-3.2mm
(355.6+4.0/-3.2)

公称値+規

=し
,い

-12.5%
(11.1-1.4)

名 称 外径 (品)(注
1)

厚 さ(■lm) 根拠

非常用炉心

ハ却設備

その他

原子炉

注水設備

管 10B
公称値±1,0%

(273.1+2.8/-2.8)

公称値±12.5%

(9.3+1.2/-1.2)
」IS G 3459

名 称 外径 (■l■)(注
1)

厚 さ (■lm) 根拠

非常用炉心

冷却設備

その他

原子炉

注水設備

管継手 饉D 10B

(端部の外径 ),

公称値す
4.0■ lm

-3.2mm
(273.1+4.0/二 3.2)

公蒜値
十押定し省い
-12.5%

(9.3-1.2)

」IS B 2312

32



第 3230図

検菅 舗田 岡

(系 結 図 1/ツ )

五芋計 画認 可 申詩

高 浜 辞 E所 年 1号 機

原 子
'F冷

却 系,E施 設 ●系統 国

1非 詰
'lF心

冷却設 備そ
"他

原子 lβ 注 水設 F呵 ,(16/1S,

(吏 大事 故Ⅲ 、14設 備
'

門 西 彗「 力 林 r＼ 会 社
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第 3217図

lお 査範囲図

(系 す図 2/2)

工 事計 画認 日l申 請

高 張 芥 言 所 常 J号 機

原 子炉 冷当〕系流加誠 の 系統 図

(非 常用炉 心 i令 却設 陪 ■の 仙

原 子炉 注水 設 備 )(3/と SI

(設 計基 準 対象沌 誠 )

Fttl西 竜 力 株 式 会 社
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検査用計器一覧表
(申請者の情報を基に作成 したものである。)

資料 3

F,Siフアレスパ ン

検査項 目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-10

平成 31年 4月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 |

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-10

回 年 月ヽ 日 改訂箇所、改訂内容及な改訂理由

平成 30年 12月 13日 制定

1 平成 31年 2月 19日 ・ 2買 工事計画変更の認可番号の追記

2 平成31年 4月 15日

・ 2頁 工事計画変更の認可番号の追記

・ 3、 11頁 共通事項として工事計画の認可番

号の確認を検査前確認事項に追加
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 166

号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

(昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係る使用前検査につい

て、原子炉冷却系統施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、原子力規制委員会

規則で定める技術基準 (※)に適合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施す

る。

1材料検査

2寸法検査

3外観検査

4組立て及び据付け状態を確認する検査

5耐圧検査、漏えい検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基準」

という。)である。本検査に関する条項は第 17条、第 21条第 1項、第 33条、第

55条、第 58条第 1項、第 62条、第 63条、第 64条第 1項及び第 2項、第 65

条並びに第 71条であり、上記検査項目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

1



Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照)

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

2工事計画認可・届出関係

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名称 個数

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

一式

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号
'       (平

成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808068号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811291号

(平成 30年 11月 29日 )

原規規発第 1901281号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903271号

(平成 31年 3月 27日 )



Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

る。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていること、を確認するJ

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基準に

適合していることを確認する。

3寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されているこどを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。      |
③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

3



5組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料2「検査範囲図」参照)

6耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。           |
(2)検査手順                            .

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保持した

後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、技術基準の規定

に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V判定基準

1材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

2寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。   `
3外観検査

有害な欠陥 (表面に機能 。Jl生能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

4組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

5耐圧検査、漏えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

4



立会区分表

備考

検査項目※1

i耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据付け

状態を確認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法

検査

B

材料

検査

B

技術基準

の区分

クラス 3

SAク ラス 2

耐震

クラス

S,C

系統名

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

施設名

京子炉冷却系統施設

※ 11記号説明  A/,|:掠 取章会検査        ´
 、

B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

Ы

ピ
粛

岸



月ll稚(2

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

. 使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-10

年  月

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期 日 自

至

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設
´

原子炉冷却系統施設

イ 原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

月

　

月

年

年

日

　

日

7



9添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

6組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

8



検査実施者一覧表

く0

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月 日

年

日月

年

月 日

年

日月



検査結果二覧表

系統名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

ド
〇

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

日月

年

日月

年

日月

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であ るこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

月   日

年

月   日

年

月 日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月 ! 日

年

月   日

年

月   日

15



添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了 してい

ること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

16



添付資料-2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

STPT370
年

月   日
記録確認

A充てん/高圧注入ポンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管分岐点

STPT370
年

月   日
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

STPT370
年

月   日
記録確認

弁 (lMOV-5160B)

1次系機器冷却水
戻 り母管合流点
格納容器循環

冷暖房ユニット戻 り

STPT370
年

月   日
記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料-2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水」F水用ホース

上流側取合点

STPT370
年

月   日
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐′点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水りF水用ホース

上流側取合点

STPT370
年

月   日
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

STPT370
年

月   日
記録確認

格納容器貢通都
PEN科257

出日配管分岐点

屋外放出端

STPT870
年

月   日
記録確認

備考

.・ 記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

18



Ｐ
Ｏ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

外径(m,a■ l 厚 さ(mm)
検査対象 主要

※1

寸法
許容値

※2 測定値
主要

※l

寸法
許容値

※2 測定値
検査年月日

検査

結果
検査方法

記録確認

備 考        i
※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

※ 3

※ 3

/

/
※ 3

※ 3

/

/
※ 3

3.2

4.2

3.2以上

3。2以上

/

/
312以上

3.2以上

/

/
3.2以上

3.7

3,7※
4

3.7

/

/
3.7

3.7

/

/
3.7

/

/

/

/

47.8

48.8

47.5

49.9

47.5ハΨ49.9

/

/
47.5ハΨ49.9

47.5～49,9

/

/
47.8～ 50。 2

48.3

48.3※
4

48.3

/

/
48.3

48.3

/

/
48.6

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

郭
尊
蛉
華
―
∞
ｌ

μ



Ｎ
Ｏ

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

日

年

月

測定値許容値
※2

厚 さ(mm)

寸法

主要
※1

3.9

許容値
※2

59.6

61,0

夕倖筐項Inm)

主要
※1

寸法

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

A充てん/高圧注入ポンプ及
び B充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
尊
浴
華
―
∞
―
〕



Ｎ
牌

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

日

年

月

日

年

月

測定値

※ 3

※ 3

／

一
／

許容値
※2

3.4

4.4

3.4以上

上

／
一／
２

３

厚 さ(mm)

主要卜1

寸法

3.9

測定値許容値
※2

59,6

6110

59。 7～62.1
‐/

/
59.5～61.9

主要
※l

寸法

60.3

６。
．
５

／

・
／

６。
。
３

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ

冷去口水出日配管分岐点

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
が
華
―
∞
―
∞



Ｎ
Ｎ

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

日

年

月

月

年

旧

日

年

月

測定値

※ 3

／

　

／

※ 3

※ 3

※ 3

許容値
※2

８
．
３

一・
・０

・
７

8.3以上

8.3以上

/
8.3以上

/
7.1以上

厚 さ(■■m)

主要
※1

寸法

9.5

915※
4

9.5

/
9.5

/
8.2

測定値許容値
※2

321.3

326.5

320.7

327.9

320。 7～327.9

/
320,7～ 327.9

/
214.7～ 218.7

外径(mna)

主要
※1

寸法

323.9

323.9※
4

323.9

/
323.9

/
216.3

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

弁 (1沖10V-5160B)

1次系機器冷却水
戻り母管合流点
格納容器循環

冷暖房ユニツト戻り

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※4:エルボを示す。

郭
草
埒
華
―
∞
―
ト



Ｎ
ω

査

果

検

結
検査年月日

月

年

日

日

年

月

日

年

月

日

年

月

※ 3

許容値
※2

3.2

4.2

3.2以上

3.4

4.4

3.4以上

厚 さ(mm)

寸法

主要
※1

3.7

3.7※
4

3.9

3.9※
4

許容値
※2

48.1

49,1

47,8

50。 2

59.8

61.2

62.1

59。 7

寸法

48.6※
4

60:5※
4

寸法検査記録

高浜発電所第1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水りF水用ホース

上流側取合点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水拶F水用ホース

上流側取合点

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値 ※4:工″ボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※ 5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
が
華
―
∞
―
伽



Ｎ
ト

検査方法
査

果

検

結
検査年月日

日

年

月

日

年

月

月

年

日

月

年

日

測定値

※ 3

※ 3

※ 3

／

一
／

許容値
※2

３
．
４

）ヽ

４
．
４

５
．
２
ヽ

６
．
８

5。2以上

以 上43.

上以
／
・／

５

厚 さ(4■m)

寸法

3.9

6∫0

6.0※
4

６
，
０
／

．
／

３
．
９

59,8

61.2

113.1

115.5

112.7

115。9

112.7fΨ l15.9

/

/‐

59。 7～ 62.1

外径(Ixlm)

主要
※l

寸法

114.3

114.3※
4

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

B充てん/高圧注入ポンプ
海水JF水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は、工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
が
華
―
∞
ｌ
①



囀
伽

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

月

年

日

日

年

月

測定値

※ 3

許容値
※2

7.1

9。 3

7.1以上

厚 さ(mnil

寸法

主要
※l

8,2

8.2※
4

測定値許容値
※2

218,1

214.5

214.7

218.7

夕隆 (mm)

主要
※1

寸法

216.3

216.3※
4

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

格納容器貫通都
PEN#257

出日配管分岐点

屋外放出端

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よるЬ

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :

鶉
草
埒
華
―
∞
Ｉ
Ｎ



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査紺象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

年

月 日

目視/

記録確認

A充てん/高圧注入ボンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月   日

目視/

記録確認

ゲ書(lMOV-5160B)

と次系機器冷却水戻 り母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニット戻り

年

月   日

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

26



添付資料-4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。ll生能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査射象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水JF水用ホース
上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水」F水用ホース
上流側取合点

年

月 日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ海水り信水用ホース
下流側取合点

屋外放出端

年

月   日

目視/

記録確認

格納容器貫通都 PEN#257
出日配管分岐点

屋外放出端

年

月   日

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-5-1

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

年

月   日

目視/

記録確認

A充てん/高圧注入ポンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月   日

目視/

記録確認

弁 (lMOV-5160B)

1次系機器冷却水戻 り母管合流点

格納容器循環冷暖房ユニット戻り

年

月   日

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-5-2

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :I事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水JF水用ホース

上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水排水用ホース

上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ボンプ海水りF水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

年

月   日

目視/
記録確認

務納容器貫通都 PEN#257
出日配管分岐点

屋外放出端

年

月   日

目視/

記録確認

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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∞
〇

検査方法

目視/
記録確認

検査

結果
検査年月日

年

月   日

月   日

年

水圧、気圧

区分

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(WIP a)

耐圧検査

規定圧力

(ⅢllP a)

最高使用

圧力

(MPa)

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷去「設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

A充てん/高圧注入ポンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管分岐点

※ 1:重大事故等時における使用時の値

`調録昨認は、申請者ヮ品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

備考

郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ

岸



ω
畔

検査方法

目視/

記録確認

目視/
記録確認

検査

結果
検査年月日

水圧、気圧

区分

漏えい

検査時圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(WIP a)

耐圧検査

規定圧力

("IP a)

1.2

最高使用

圧力

(MPa)

0。 98

1,2※
1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

,著 しい漏えいがないことと

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

1次系機器冷却水
戻 り母管合流点
格納容器循環

冷暖房ユニット戻 り

夢書(lMOV-5160B)

※ l:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

備考

郭
草
が
華
ｌ
①
ｌ
〕



∞
Ｎ

検査方法

目視/

記録確認

目視/
記録確認

検査

結果
検査年月日

月   日

年

月   日

年

水圧、気圧

区分

漏えい

検査時圧力

(ヽIP a)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(Ⅲl:Pa)

耐圧検査

規定圧力

(洵IP a)

最高使用

圧力

(MPa)

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

。著しい漏えいがないこと。

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日
配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水りF水用
ホース

上流側取合点

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

備考

郭
草
が
華
ｌ
⑤
ｌ
ω



∞
∞

検査方法

目視/

記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

査

果

検

結
検査年月日

月   日

年

年

月   日

年

月
｀ 日

水圧、気圧

区分

気圧

水 圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(ⅢIIP a)

0※
2

21

最高使用

圧力

(MPa)

0※
1

1.2※
1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと。

B充てん/高圧注入ポンプ海水」F水用
ホース   ‐

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通都 PEN洋257

出日配管分岐点

屋外放出端

※ 1:重大事故等時における使用時の値  ※ 2:配管の高低差の水頭圧を考慮 した圧力以上 (0.2MPa)と する。

∫記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

備考

郭
奪
浴
華
ｌ
③
ｌ
ト



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料-7

検査年月日 : 年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

34



工事計画本文

∞
∽

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 )

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

蛤
華

牌
―

岸

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370
1

STPT3

(注 5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(llm)

(注 3)

3.7

(注 3,6)

3,7

(注5,6)

(最小)

5.5

(注 3)

(5.5)

外  径

(llRl)

(注 3)

48.3

(注3,6)

48.3

(注 3,も ,6)

(差し込み

部の内徊

48.7

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注4)

1.2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注 40)

STPG42

STPG42

厚   さ

(llm)

(注3,40)

2.8

(注 3)

3.7

外  径

(■lm)

(注3,40)

21.3

(注 3)

48.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注45)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐ザ点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

日   日 :検査対象



ω
Ｏ

変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(■ ll■ )

(注5)

(最小)

4,0

/

(最小)

4._0

(注 3)

(4.0

/
4.0)

外  径

(llnl)

(注3,5)

(穴径 )

15,4

/

(穴径)

15,4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■ l11)

外  径

(■ l11)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注 45)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

浴
華

岸
―
］



∞
ミ

変 更 後

材  料

STPT370

1

STPT870

厚   さ

(■lm)

(注3)

3.7

/

/
3.7

(注3)

3,7

/

/
3.7

外  径

(■ lEl)

(注3)

48.3

/

/
48.3

(注3)

48。 3

/

/
48.6

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lm)

外  径

(llln)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注45)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

:検査対象

浴
華

岸
ｌ
ω



∞
∞

変 更 後

材  料

(注5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(■ LIl)

(注5)

(最小 )

5.5

/

/

(最小)

5,5

(注 3)

(5.5

/

/
5.5)

外  径

(mm)

(注8,5)

(差し込み

部の禰

48。 7

/

・

/

(差し込み

部の晒

48.7

最高使用

温  ,度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■ IIl)

外  径

(■Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注45)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

浴
華

Ｐ
ト
ト



∞
Ｏ

材  料

STPT370

さ

(■ lm)

厚

(注3)

3.9

(■lm)

外  径

変更なし

(注 3)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

変 更 1後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

STPG42

(■lm)

厚   さ

(注 3)

3.9

(■lm)

外  径

(注3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0。 98

(注 50)

A充てん/高圧

注入ポンプ及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐 J点

A、 B充てん/

高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

2

“

検査封象

浴
華

解
Ｉ
Ы



ふ
〇

3

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

(注5,6)

STPT370

STPT370

厚    さ

(■lm)

(注 3)

3.9

(注 3,5,6)

3,9

(注 3)

3.9

/

/
3.9

外  径

(■lm)

(注3)

60.3

(注3,5,6)

60.3

(注 3)

60.5

/

/
60,3

最高使用

温  度

(℃ )

芸更なし|

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

1.2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(llill)

(注 3)

3.9

外  径

(Rl11)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0,98′

名 称

(注50)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

3

検査対象

浴
華

岸
ｌ
ｏ



卜
μ

変 更 後

材  料

(注5)

S25C

厚   さ

(■ l阻)

(注5)

(最小)

6。 1

″́́´́″́ イ́

(最小)

6.1

/

(最小)

6.1

外  径

(Hlm)

(注3,5)

(差し込み

部の内衛

61,1

/

(差し込み

部の内衛

61.1

/

(差し込み

部の内衛

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚    さ

(HHl)

外  径

(■ 111)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注 50)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

が
華

解
―
預



卜
Ｎ

変 更 後

材  料

(注 5)

S25C

厚   さ

(■Hl)

(注 5)

(最小)

6.1

/

/

(最小)

6.1

外  径

(HIⅢ l)

(注3,5)

(差し込み

部の内衛

61,1

/

/

(差し込み

部の内御

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■Hl)

外  径

(■ ll■ )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注50)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

が
羊

解
―
∞



(軽微変更前 :原規規発第 1606104号 )

卜
∞

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6)

STPT42

(注 5)

STPT42

厚    さ

(4Hl)

(注3,5,6)

9。 5

(注 3,5)

9.5

/
8.2

外  径

(mm)

(注3,5,6)

323.9

(注3,5)

323.9

/
219,1

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注4)

0。 98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(面)

(注3)

9.5

外  径

(■Hl)

(注 3)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注61)

デ書(lMOV-5160B)

1次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

が
華

岸
ｌ
⑮



(軽微変更後 :関原発第 121号  平成 30年 5月 24日 提出)

卜
卜

変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

厚   さ

(■lm)

外  径

(■ ll■ )

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

名 称

変更なし

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

(注 6)

STPT42

STPT42

厚   さ

(■ll■ )

(注3)

9。 5

(注3,C

9.5

(注9

9:5

/
8.2

外  径

(■ ll■ )

(注3)

323,9

(注3,6)

323,9

(注3)

323.9

/
219.1

最高使用

温  度

(℃ )

95

(注4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

0,98

(注 4)

0,98

名 称

チド(lMOV-5160B)

1次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房■ニント

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

蛉
華

岸
Ｉ
Ｐ
ｏ



(軽微変更前 :原規規発第 1606104号 )

卜
Ы

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

(注5,6)

STPT42

(注6)

STPT370

STPT370

厚   さ

(■ l14)

(注 3)

9.5

(注 3,5,6)

9。 5

(注3,6)

9.5

(注 3)

9.5

/
9.5

/
8.2

外  径

(■lm)

(注3)

323.9

(注3,5,6)

323.9

(注3,6)

323.9

(注 3)

323.9

/
323.9

″́″
″″

″″́
″́

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注4)

1,2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
ネ甫
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(■lm)

(注 3)

9.5

外  径

(■lm)

(注3)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0.98

名 称

(注 61)

チ書(lMOV-5160B)

1次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

反―り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

が
華

岸
―
岸
解



(軽微変更後 :関原発第 121号 平成 30年 5月 24日 提出)

ふ
ω

変 更 後

材  料

4

変更なし

4

厚   さ

(■lm)

外  径

(■lm)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

STPT370

(注 6)

STPT42

(注 6)

STPT370

STPT370

厚   さ

(■ lm)

(注9

9.5

(注 3)

9.5

(注3,6)

9.5

(注3,6)

9.5

(注 3)

9.5

/
9.5

/
8.2

外  径

(■lm)

(注3)

323.9

(注 3)

323.9

(注3,6)

323.9

(注3,6)

323.9

(注 3)

323.9

/
323.9

/
216.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

(注 4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

0,98

(注 4)

1.2

(注4)

1.2

名 称

チド(lMOV-5160B)

1次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユ■ント

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

埒
華

牌
―

解
Ｎ

:   日 :検査姑象



卜
『

変 更 後

材  料

STPT370 5

STPT370

厚   さ

(mm)

(注3,49)

3。 7

(注 3)

3.7

外  径

(■ ll■ )

(注 3)

48.6

(注 3)

48.6

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

(注 4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

(注 4)

0。 7

名 称

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ

毎水づF水用ホース

上流側取合点

B余熱除去ポンプ

海水排水用ホース

下流側取合点

海水戻 り母管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■ l皿)

外  径

(llttl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

“

検査対象

蛉
華

岸
―

岸
∞



卜
∞

変 更 後

材  料

STPT370 6

厚   さ

(rnna)

(注3,49)

3,9

外  径

(■lm)

(注 3)

60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用ホース

上流側取合点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lm)

外  径

(IHl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

日   日 :検査紺象

が
華

岸
―
岸
ト



8

8

キ
|

キ
|

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

厚   さ

(■lm)

(注 3)

3.9

(注3,49)

610

(注 3)

6.0

/

/
3.9

(注 3,49)

8.2

(注3,49)

8.2

外  径

(lHl)

(注 3)

60.5

(注3)

114.3

(注 3)

114.3‐

/

/
60.5

(注3)

216.3

(注3)

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

(注4)

161

(注 4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

0

(注4)

0

(注 4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通部

PEN科 257

出日配管分岐点

屋外放出端

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lm)

外  径

(■lm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa) イ

名 称

7

卜
Ｏ

“

検査対象

埒
華

Ｐ
Ｉ
Ｐ
観



変 更 後

材   料

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3)

9.3

/

/
9,3

外  径

(■lm)

(注 8)

267.4

/

/
267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(江 4)

1.2

名 称

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

海水供給接続 白

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料外
的ョ

厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

働
〇

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

(注 9)

(注 10)

(注 H)

(注 12)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

SI単位に換算 したものである。 ′       、

公称値

重大事故等時における使用時の値

本設備は既存の設備であるし

エルボを示す。         1

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ出口連絡管」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘ ンダA、 B:テ ィ (20× 20× 16)～ レジューサ (20× 14)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (20× 14)～ 内部スプ レクーラ」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘ ッダc:テ ィ (16× 16× 16)～ レジューサ (16× 12)」 と記載

当該 ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。  |

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (16× 12)～ ティ (20× 20× 16)」 と記載

ゆ
華

岸
―
牌
③



い
Ｐ

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注 20)

(注 21)

(注 22)

(注 23)

(注 24)

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘ ッダA、 B:内 部スプ レクーラ～ レジュ‐サ (20× 三4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (20X14)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ入 口連絡管」 と記載

記載の適正化を行 う。班工事計画書には 「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次 系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16× 12)～ティ (20× 20X16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ出口連絡管]と 記載

記載の適正化を行 うの員ノ毛工事計画書には 「1次 系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20× 16)～ 1次 系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20× 16)」 と言己載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ入 日連絡管」 と記載

記載の道正イ箪を行 う。既工事計画書には 「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジキーサ (20× 16)～ 1次系冷去,水 クーラB」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 Cへ の分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～レジューサ (8× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～弁 (1-FCV 1241)」 と記載            :
記載の適正イヒを行 うと既工事計画書には「1次 系冷却水ポンプ入日分岐点～弁 (1-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書にlま 「弁 (15105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～燃料ピントク~ラ 」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余剰抽出水クーラ～1次系冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点年余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

浴
華

Ｐ
Ｉ

牌
預



い
Ю

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(准と42)

(注 43)

(涯と44)

(注 45)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(注 49)

(注 50)

(注 51)

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。員ノモエ事計画書には 「レジユーサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻 り母管合流点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次 系機器冷却水母管分岐点～ レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4× 2)｀ 1次系機器冷却水母管合流点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプおよび内部スプ レポンプ室空調装置冷却 ライン分岐点～ レジューサ

(2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」 と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の道止化を行 う。既工事計画書には 「レジュ_サ (2× 11/2)～ レジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～ 内部スプレポンプ」と記載      
‐

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンブ～レジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (1× 1/2)～ レジューサ (2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」

と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「レジュ‐サ (2× 11/2)～ レジューサ (3× 2)」 及び 「レジューサ (3× 2)～余熱除

去ポンブおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行 うα既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ｀充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流

点」と記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～計器用コンブレッサパッケージ」と記載

が
章

騨
―

岸
∞

(注 52)



伽
∞

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注61)

(注 62)

(注 63)

(注 64)

(注65)

(注 66)

(注 67)

(注 68)

(注 69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注 74)

(注 75)

(注 76)

(注 77)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「計器用コンプレッサパッケージ～1次 系機器冷却水戻 り母管合流点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 6)お よび (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12× 6)～ レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の道正化を行 うっ既工事計画書には 「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器循環空調装置～ レジューサ (4× 2)および合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジュニサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書に1ま 「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (12× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12× 6)お よび (12× 8)～ 1次 系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には 「海水ポンプ年中間建屋入口」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「中間建屋入口～レジューサ (36× 30)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (36× 30)～ ティ (36× 36× 30)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次 系冷却水クーラ｀海水戻母管分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ティ (36× 86× 24)～中間建屋出日 (埋設部を除く)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「海水母管分岐点～レジューサ (10× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (10× 8)～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16× 12)」 と記載

記載の道正化を行 うっ既工事計画書には 「レジューサ (16× 12)～海水戻母管合流点」と記載

STPT38同 等 材 (STPT370)へ の 取 替 え を行 う。

STPG42同 等 材 (STPG410)今 の 取 替 え を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。
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検査範囲図

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)
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資料 3-1

耐圧検査、漏えい検査要領

1.昇降圧曲線

2.検査条件

圧

(ⅣIPa)

力

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

時 間の 〉

而,王

検 査

漏えい
検 査

機
器
名

検査対象
最高使用
圧  力

(MPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

漏えい検査
圧   力

(MPa)

耐圧検査
保持時間

(分 )

水圧・気
圧の別

原
子
炉
補
機
冷
去「
設
備

主
西己
管

B余烈 除去 ボ ンブ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

0。 98

1.2※
1

1.47

(0,98× 1.5)

1.47

(0。 98× 1.5)
≧ 10 水圧

A充てん/高圧注入ポンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐′点  .

A、 B充てん/高圧注入ポンプ出口
配管分岐点

0。 98

B充てん/高圧注入ボンプ

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

0。 98

1.2※
1

デ書(lMOV- 5160B)

1次系機器冷却水
戻り母管合流点格納容器循乗

冷暖房ユニット戻 り

1.2※
1

1.2

(1.2× 1.0)

1.2

(1.2× 1.0)
≧10 水圧

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホー
ス上流側取合点

1.2※
1

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水
出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水排
水用ホエス上流側取合点

1,2※
1
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※ 1

※ 2

※3

※4

資料 3-2

:重大事故等時における使用時の値を示す。
:格納容器貫通都 PEN#257出 日配管分岐点から弁 lV-45208ま でが 1.2MPa、 弁 lV-45208か

ら屋外放出端までが OMPaを示す。
:本検査は配管の高低差の水頭圧を考慮した圧力以上 (0.2MPa)で実施する。

:当該配管は大気開放のため、気圧による検査を実施する。

機
器
名

検査対象
最高使用
圧  力

(MPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

漏えい検査
圧   力

(MPa)

而ヽす戸土検査
保持時間

(分 )

水圧・気
圧の別

B充てん/高圧注入ポンプ海水JF
水用ホエス下流側取合点

屋外放出端

0※
1

0※
3

(0× 1.0)

0※
3

(0× 1,0)
≧ 10

気圧×4

格納容器貫通都 PEN科 257

出日配管分岐点

屋外放出端

0※
1 ※2

1.2※
1※2

1,2

(1.2× 1.0)

1.2

(1.2× 1.0)
水圧
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資料 4

検査用計器一覧表
(申請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

而ヽすF上検査

漏えい検査
圧力計

耐圧検査

漏えい検査
圧力計
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造(強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領書番号 :原規規収第1610071号 矛10■ 1

令和元年 9月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査実施要領書

施 、設  名 :原子炉冷却系統施設

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610071号 2-10Tl

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 9月 17日 制定
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I 検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第

166号 )第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等

に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係

る使用前検査について、原子炉冷却系統施設がく認可した工事計画に従い製作され、据付け

され、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※)に適合するものであることを確認する

もので、以下の検査を実施する。

1 材料検査

2 寸法検査

3 外観検査

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

5 耐圧検査、漏えい検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基

準」という。)である。本検査に関する条項は第 17条、第21条第 1項、第 33

条、第 55条、第 58条第 1項並びに第 62条であり、上記検査項目に係る事項に

ういて確認する。     ｀

Ⅱ
I検

査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

1

名称 個数

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷去口設備

主配管 (常設 )

一 式



2 工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

原規規発第 1806277号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808063号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811291号

(平成 30年 11月 29日 )

原規規発第 1901281号

(平成 31年 1月 28日 )

原規規発第 1903271号

(平成 31年 3月 27日 )

原規規発第 19042612号

(平成 31年 4月 26日 )

原規規発第 1906217号

(令和元年 6月 21日 )

原規規発第 1908191号

(令和元年 8月 19日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

: ① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認

するも

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

9工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2 材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

の
ね
・



② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認する。

3 寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な狽J定範囲、測定精

度を有していることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

4 外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、
´
各部の外観を確認する。

5 組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

6 耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していることを確認する。

3



④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保

持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、

技術基準の規定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V 判定基準

1 材料検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

2 寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3 外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4 組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

5 耐圧検査、漏えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと。

Ⅵ その他の事項

1 主配管の外観検査について

(1)塗装を施 した配管

主配管には塗装が施されている部分があり、当該部分は外観検査において直接目視

により母材表面を確認することが困難である。よつて申請者が、以下の方法を組み

合わせることにより総合的に判断して対象設備を評価 していることを確認する。

・・塗装前の各製作段階における外観を確認 した検査記録等の確認

・塗装後、対象設備の健全性が維持されていることを確認 した記録等の確認

・塗装がされた状態で外観に異常のないことの確認

4
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立会区分表

※ 1:記号説明 A/B:抜 取立会検査 B上 記録確認検査

※2:立会検査による確認が困難な範囲については、申請者の品質記録により確認する。

※3:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

備 考

検査項目琴1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2、 3

組立て及び

据付け状態

を確認する

検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2、 3

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

クラス 3

SAク ラス 2

耐震

クラス

S

系統名

原子炉補機冷去Π設備
主配管 (常設)

施設名

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

翌
粛

μ



男けれ12

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系  統  名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610071号 210-1

年  月

原子力規制萎員会

6



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2_検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期日 自

至

5ヽ 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6 検査範囲 高浜発電所第 1号機  ‐ ‐

発電用原子炉施設
-1 1

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)フ ‐式

7 検査実施者   検査結果一覧表のとおり

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり

月

月

年

年

日

　

日

7



9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

8



検査実施者一覧表

ミ0

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

月

年

日

月

年

日

月

年

日



検査結果二覧表

系統名 !原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)

岸
〇

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

日月

年

日月

年

日月

組立て及び据付け
‐

状態を確認する検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

寸法検査

年

日月

年

日月

年

日月

材料検査

年

日月

年

日月

年

日月

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月  ｀
日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請 書 どお りであるこ

―と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であるこ

と。    ,

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1二 2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲ヾ沢!定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料-1下 4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月  !日

年

月   日

15



添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。
立会

年

月   日

年

月   日

年

月   日

16



添付資料-2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ

入日分岐J点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

STPT370 年

月 日

記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

STPT370 年

月 日

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

STPT370 年
月 日

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

―充てん/高圧注入ポンプ室

空調装置冷却戻リライン合流J点

STPT370
年

月 日

備 考

i記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合Jlt確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料-2-2

高浜発電所第 1号機 ヽ

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流ザ点

STPT370
SUS304TP

年

月 日

記録確認
C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流点

STPT370
SUS304TP

年

月 日

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

18



牌
Ｏ

査

果

検

結
検査年月日

日

年

月

測定値
2

許容値
※

厚 さ (■lm)

主要
※1

寸法
測定値許容値

※2

外径 lmm)

主要
※1

寸法

管

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

C充てん/高圧注入ポンプ

八日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

鶉
奪
が
華
ｌ
ω
ｌ
岸



Ю
Ｏ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

厚 さ(mm)

測定値
※3

/

/

許容値
※2

3.4以上

/

/
3.4以上

主要※1

寸法

3,9

/

/
3.9

歩対し宅登 (mml

測定値

/

/

許容値
※

59.5-61.9

/

/
59.7-62.1

主要
※1

寸法

60.

/

/
60.

3

5

検査対象

管
継
手

C充てん/高圧注入ポンプ

令却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

郭
奪
蛉
華
ｌ
ω
ｌ
Ю



Ю
岸

検査方法
検査

結果
検査年月日

測定値W許容値
※2

4.8以上

／
一
／
似上3

厚 さ(剛l

主要
※1

寸法
測定値

／

一
／

許容値×2

87.3-90.5

/

/
59,7-62.1

外径 (4Ⅲl

主要
※1

寸法

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による①※ 3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

募
草
燐
華
ｌ
ω
ｌ
ω



Ю
囀

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

日

年

月

沢1定値
2

許容値>

4.8～ 6.2

厚 さ(mm)

主要
※1

寸法

５

一

5

測定値
2

許容値
※

88.0ハヤ89.8

外径 (■ ll■ )

主要
※1

寸法

88.9管

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査対象

A、 B、 C充てん/高圧

注入ポンプ出日配管分岐点

及びC充てん/高圧注入

ポンプ冷却水出日配管

分岐ッ煮

充てん/高圧注入ポンプ室

空調装置冷却戻リライン

合流ッ点

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
奪
ゆ
華
ｌ
ω
ｌ
ト



Ю
∞

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足することき

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値 ※4:エルボを示す。
※5:材料 (STPT370)

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※6:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

月

年

日

厚さlmm)

測定値

※ 3

許容値
※2

3.4-4.4

3,4以上

主要
※1

寸法

3.9

3.9

外径 (■Hl)

測定値許容値｀2

59.8-61.2

59.7-62:1

主要
※1

寸法

60.5

60.5

検査対象
※5

管

※
4

管
糸匹
手

C充てん/高圧注入
ポンプ出日配管

分岐点

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水入日配管

合流点

郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ
Ы



Ｎ
心

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足することを

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値  ※4:材料 (SUS304TPl

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 .

検査

結果
検査年月日

月

年

日

厚 さ(llm)

測定値許容値
※2

3.4～4,4

主要
※1

寸法

3,9

夕隆 lmm)

測定値許容値
※2

59,8-61.2

主要
※1

寸法

60.5

検査対象
※4

管

C充てん/高圧注入

ポンプ出日配管

分岐点

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水入日配管

合流点

郭
草
婿
華
ｌ
ω
１
０



Ｎ
碗

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):二式

判定基準 :各部の主要寸法の沢J定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考                           |
※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※ 5:適合J性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

月

年

日

月

年

日

厚 さ(mm)

測定値

※ 3

許容値
※2

7.6～9.8

7.6以上

主要
※1

寸法

8.7

8.7

外径 (mm)

測定値許容値
※2

59.8´
―V61.2

59.7-62.1

主要
※1

寸法

60.5

60.5

検査対象

管

※
4

管
糸匹
手

C充てん/高圧注入
ポンプ出日配管

分岐′点

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水八日配管

合流′点

郭
草
埒
華
ｌ
ω
ｌ
呵



Ю
ω

検査方法
検査

結果
検査年月日

測定値
※

り
／
・
／

7.6以上

上7

厚 さ(mml

主要
※1

寸法
測定値

2
許容値

※

59,7-62.1

/

/
59.7-62.1

外径 lmm)

主要
※1

寸法

管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

C充てん/高圧注入
ポンプ出日配管

分岐′煮

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水入日配管

合流点

備 考                 、

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

鶉
草
ゆ
華
―
∞
―
∞



Ю
ミ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 =関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):下式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※8:最小値 ※4:エルボを示す。
※ 5 :本オ料  (STPT370)

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)による。

※6:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月 日

月

年

日

厚 さlmm)

測定値

※ 3

許容値
※2

3.4-4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3.9

3.9

外径 (■lll)

測定値許容値
※2

59.8-61.2

59.7-62.1

主要齋1

寸法

60.5

60.5

検査対象※5

管

※
4

管
糸迷
手

C充てん/高圧注入
ポンプ冷却水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流′煮

郭
草
が
華
ｌ
ω
１
０



〕
∞

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
※ 5:材料 (SUS304TP)

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※6:適合J陛確認検査成績書の識別番号 :     ｀

検査

結果
検査年月日

月

年

日

月

年

日

厚 さlmm)

測定値

※ 3

許容値
※2

3.4′
‐ヤ4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3.9

3.9

外径 色m)

測定値許容値
※2

59.8-61.2

59。 7-62.1

主要
※1

寸法

60.5

60.5

検査対象
※5

管

※
4

管
糸匹
手

C充てん/高圧注入
ポンプ冷却水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ポンノ

入日配管合流J煮

郭
草
が
華
―
∽
Ｉ
Ｐ
ｏ



酌
Ｏ

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

月

年

日

月

年

日

測定値

※ 3

許容値
※2

3.4-4.4

3.4以上

厚さ(mm)

主要
※1

寸法

3.9

3.9

測定値
2

許容値
※

59,8-61.2

59:7-62:1

外径 (mml

主要※1

寸法

6015

60.5

管

賛
管
継
手

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

判定基準 :各部の主要寸法の沢J定値が許容値を満足すること。

検査対象
※5

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流J点

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※ 3

※5:最高使用圧力 1.4MPa、 最高使用温度 :150℃

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※6:適合よ
l生確認検査成績書の識別番号 :

最小値 ※4:エルボを示す。

郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ
岸
ド



∞
〇

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

測定値
※3許容値

※2

3.4以上

/

/
3.4以上

厚 さ(mm)

主要
※1

寸法
測定値許容値

※2

59.7-62.1

/

/
59.7-62.1

外径 (mm)

主要
※1

寸法

管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

C充てん/高圧注入
ポンプ冷却水出白配管

分岐J点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流′点

備 考     ‐

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :

鶉
草
ゆ
華
―
∞
Ｉ
Ｐ
Ｎ



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月 日

目視

/
記録確認

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点及び
C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室空調装置冷去口戻リライン合流′点

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ入日配管合流点

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合Jl生確認検査成績書の識別番号 :

31



添付資料-5二 1

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月 日

目視

/
記録確認

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ出口配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室空調装置冷却戻リライン合流〕煮

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

年

月 日

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ入日配管合流点

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

32



∞
∞

検査方法

目視

/
記録確認

目視

/
記録確認

目視

/
記録確認

検査結果検査年月日

年

日月

月

年

日

水圧、気圧
区分

水圧

い

検査時圧力
(MPa)

時間
(分 )

圧力規定圧力
(ⅢIPa)

1.47

圧力

(MPa)

0.98※
1

0.98※ 1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所 第 1号機

判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと。

C充てん/高圧注入ポンプ

入口分岐J点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水

入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水

入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水

出日配管分岐点

※ 1:重大事故等時における使用時の値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合J性確認検査成績書の識別番号 :

備考

郭
草
が
華
ｌ
ｏ
ｌ
Ｐ



∞
ト

検査方法

目視

/
記録確認

目視

/
記録確認

目視

/
記録確認

検査結果検査年月日

月

年

日

月

年

日

年

日月

水圧

水圧

ヤヽ

検査時圧力
(ⅢIPa)

時間
(分 )

圧力

(MPa)

規定圧力

0.98

18.8

圧力

0。 98※
1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所 第 1号機

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。
しい漏えいがないこと。

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室

空調装置冷却戻リライン合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐′点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流ヶ点

※ 1′ :重大事故等時における使用時の値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※2:適合
j性

確認検査成績書の識別番号 :

備考 鶉
草
が
華
卜
ｏ
ｌ
Ｎ



ω
萌

高浜発電所 第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 ) 式

判定基準 :i検査圧力に耐え、かつ、異常がなヤヽこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
記録確認

目視

/
記録確認

備考 ※ 1:重大事故等時における使用時の値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査結果検査年月日

月

年

日

年

月 日

水圧、気圧
区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力
(ヽlPa)

保持
時間
(分 )

耐圧検査時

圧力

(ヽlPa)

耐圧検査
規定圧力

(ヽlPム)

0.98

4

最高使用
圧力

(MPa)

0.98※
1

l。 4※
1

検査対象

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流点

郭
草
ゆ
華
ｌ
ｏ
ｌ
∞



添付資料-7

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

赤含杏 年 月 日 年   月   日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

36



資料 2-1

図
国
謡
細
黎
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資料 2-2
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工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

原鰤 統施設 原鉤 姉 主配管 備設 )

∞
預

材  料

STPT370

(mm)

厚   さ

(注 3)

3。 9

(mm)

外   径

変更な し

60,3

(注3)

最高使用

温  度

(℃ )

最 高使用

圧  力

(MPa)

変更な し

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材   料

STPG42

(mm)

厚   さ

3。 9

(注 3)

(mm)

外  径

(洋 3)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0.98

(注 18)

C充 てん/高圧

注入ポンプ入 口

分岐点

C充 てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入 日配管

合流点

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備 1

蔭
華

騨
―

岸



変 更 後

材
. 

料

変更な し

(注 S,ω

STPT370

2
STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3,S.6)

3.9

(と 3)

3.9

/

/
3.9

外   径

(■lm)

(■ 3,5,6)

60。 3

(江 3)

60.3

//

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

0,98

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(mm)

(と 3)

3.9

外   径

(mm)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注 4串 )

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入 園配管

合流点

C充 てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

∞
∞

(次ページに続く)

漆
華

騨
Ｉ

Ｎ



∞
Ｏ

変 更 後

材   料

(注5)

S25C

厚   さ

(mm)

(注 5)

(最小)

6.1

/

(最小)

6.1

/

(最小 )

6.1

外   径

(rmコn)

(注 3,5)

(差 し込み

部の内径 )

61.1

/

(差 し込み

部の内径)

61。 1

/

(差し込み

部の内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(ユ 千:4)

95

最高使用

F土  力

(MPa)

(ユ iを 4)

0.98

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注 48)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入 回配管

合流点

C充 てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ゆ
華

岸
―
∞



膵
〇

材   料

STPT370

(注 5)

STPT370

(mm)

厚   さ

(注 3,S)

5.5

/

/
3,9

(注 3)

6.5

/

/
3.9

(■lHl)

外   径

(注 3,5)

88.9

/

/
60.3

(注 3)

88,9

/

/

60 5

最高使用

温  度

(℃ )

(イ i11)

95

最高使用

圧   力

(MPa)

変更な し

(イ に4)

0.98

変更な し

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材   料

STPG42劇88.

(江 3)

5.5

(mm)(mm)

厚   さ外   径

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

くと2)

0.98

C充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管

分岐点

C充 てん/高圧

注入ポンプ

冷去,水

出日配管

分岐点

(注 51)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

3

ゆ
華

岸
―

ト



卜
牌

材   料

STPT370

(mm)

厚   さ

(注 3)

5,5

(ll11■ )

外   径

変更な し

(注 3)

88,9

晟高使用

凪  度

(℃ )

最 高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

変  更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材   料

STPC42

(mm)

厚   さ

(注 3)

5.5

(mm)

外   径

(注 3)

88。 9

最高使用

(℃ )

温   度

最高使用

圧  力

(MPa)

950,98

(注 51)

A、  B、  C

充てん/高圧

注入ポンプ出口

配管分岐点

及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

出日配管

分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ室

窄調装置冷却

戻 リライン

合流点

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

4

沿
華

Ｐ
，

９



卜
Ю

変 更 後

材   料

STPT370

SUS304TP

US304TP 5

4

厚   さ

(mm)

(注 3,4')

3:9

(注 3)

3.9

(注 9、 19)

8.7

(注 3)

8.7

/

/
8.7

外   径

(■ lln)

(注 3)

60.5

(注 1)

60.5

(江 3)

60.5

(注 3)

60:5

//

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

(注 4)

150

最 高使用

圧  力

(MPa)

(注 η)

0.98

(注 1)

18.8

名 称

C充 てん/

高圧注入ポンプ

出日配管

分岐点

C充 てん/

高圧注入ポンプ

冷却水入日配管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材!  料分た。ヨ
厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

漆
華

岸
ｌ

ｏ



材   料

STPT370

SUS304TP

SUS304ダP

SUS304TP

(mm)

厚   さ

(注 3,49)

3,9

(イ 113,19)

3.9

(注 3,49)

3,9

(注 3)

3,9

/

/
3,9

(mm)

外   径

(注 3)

60.5

(ユ 1:3)

60.5

60.5

(注 3)

(注 3)

60.5

/

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(イ ト4)

95

(注 4)

150

最高使用

圧  力

(MPa)

(イ ト1)

0。 98

1.4

(注 4)

C充 てん/

高圧注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

充てん/

高圧注入ポンプ

入 日配管

合流点

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材   料

(mm)

厚   さ

(mm)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

変 更 前

称名

6

卜
∞

ゆ
華
Ｐ
Ｉ
預



変 更 後

材   料

STPT370

F早   さ

(mm)

(注 3)

9,3

/

/
9,3

外   径

(Httl)

(注 !ユ )

267.4

/

/
267,4

最高使用

温  度

(℃ )

(江 4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

海水供給接続 回

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧   力

(MPa)

名 称

ト
ト

(注 1)記載の適正化を行 う。F元工事計画書には「1次系冷却水クエラA、 B、 C～テ ィ (20× 20× 16)」 と記載

(注 2)SI単位に換算 したものである。

(注 3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注 5)本設備は既存の設備である.

(注 6)エルボを示す。

(注 7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘッダA、 B:テ ィ (20× 20× 16)～ レジューサ (20× 14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。F九工事計画書には 「レジューサ (20X14)～ 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 つ。既工事計画青には「ヘッダC:テ ィ (16× 16× 16)年 レジューサ (16× 12)」 と記載

(注 11)当 該ラインにっいては、主自己管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (lo× 12)～ティ (20× 20X16)」 と記載 述
華

Ｐ
Ｉ

∞



卜
い

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注 20)

(注 21)

(注 22)

(注 23)

(注24)

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「ベ ッグA、 BI内 部スプ レクーラ～ レジューサ (20× 14)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (20× 11)～テ ィ (20× 20× 16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ入 口連絡管」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16× 12)～テイ (20× 20× 16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「二次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

記載の適二化を行 う。既工事計画書には「1次 系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20× 16)～ 1次 系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20X16)」 と言己載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次 系冷却水 クーラ入 口連絡管」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水 クーラA、 C」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラB」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH 2)A、 B」 と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「余熱除去クーラ (RH 2)A、 B～ 戻母管合流点」 と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 C今 の分岐点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「戻管合流点～ レジュエサ (8× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「戻管合流点～弁 (1-FCV-1241)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次 系冷却水ポンプ入 口分岐点～弁 (15105A、 B)」 と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク劃 と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「1次 系機器冷却水母管分岐点～燃料 ピン トク~ラ 」 と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「燃料 ピッ トクーラ～ 1次 系機器冷却水母管合流点Jと 記載

記載の適正化 を行 う。班工事計画書には 「1次 系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラLと 記載          ヽ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余剰抽出水 クー ラ～ 1次系冷却水戻母管合流点」 と記載

記載の適正化 を行 うc既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプお よび内部 スプ レポンプ室空調装置入

ゆ
華
岸
ｌ
⑬



卜
〇

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注 44)

(注 45)

(注46)

(注47)

(とと48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻り母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプおよび内部スプ レポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～ レジューサ

(2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内らは、設計図書による。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)学 内部スプレポンィ」と記哉

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「内部スプ レポンプ～ レジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (1× 1/2)｀ レジューサ (2× 11/2)」 と記載

記載の適上E化 を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプお よび内部スプ レポンプ冷却 もどリライン合流点」

と記載

記裁の適正化 を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (2× 11/2)～ レジュ‐サ (3× 2)」 及び 「レジューサ (3× 2)～余熱除

去ポンプお よび内部スプ レポンプ室空調装置冷却 ライ ン合流点」 ≧記載

記載の適正化を行 うじ既工事計画書には 「充てんポンプ室空調装置冷却 ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」 と記載

記載の適■化 を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ入 口分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」 と記載

エルボについては管 と同等以上の厚 さのものを選定す る。
|

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ～充てん/高圧注入ポンプ出 口分岐点」 と記載

記載の適正化 を行 うPI光
=事

計画書に は 「充てん/高圧注入ポンプ出 口分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却 もどリライン合流

点」 と記載

記哉の適正化 を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～計器用 コンブレッサパ ッケージ」 と記載

が
華
Ｐ
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Ｐ
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(注 52)
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(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

(注 62)

(注 63)

(注 64)

(注 65)

(注 66)

(注 67)

(注68)

(注69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注 74)

(注 75)

(注 76)

(注 77)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用コンプレうサパッケージ～1次 系機器冷却水戻り母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 6)お よび (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 6)～ レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジュ‐サ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器循環空調装置～レジューサ (4× 2)お よび合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (12× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X6)お よび (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプ～中間建屋八口」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間建屋入口～レジューサ (36× 30)Jと 記載

記載の道正化を行 うょ班工事計画書には「レジューサ (36× 80)～ ティ (36× 36× 30)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1久系冷却水クーラ～海水戻母管分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (36× 36× 24)～中間建屋出口 (埋設部を除く)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～ レジューサ (10× 8)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジ■―サ (10× 8).～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュエサ (12X8)～ レジューサ (16× 12)」 と記載

記載の道正化を行 うっ既工事計画書には「レジューサ (16× 12)～海水戻母管合流点Jと 記載

STPT38同 等 材 (STPT370)への取替 えを行 う。

STPG42同 等材 (STPG410)への取 替 えを行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「STPG421と 記載

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

述
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Ｐ
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Ｐ
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資料 3

耐圧検査、漏えい検査要領

1.昇降圧曲線

2.検査条件

圧　　力
］ |

日手 間の

耐圧

鱒
漏えい

検 査

機
器
名

検査対象
最高使用
圧  力

("lPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

漏えい検査
圧   力

(MPa)

耐圧検査

保持時間
(分 )

水圧・気
圧の丹可

原
子
炉
ネ甫
機
冷
去「
設
備

主
配
管

C充てん/高圧注入ポンプ

入口分岐′点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却

水入日配管合流点

0.98
1.47

(0。 98×■5)

1.47

(0.98× 1.5)
≧ 10 水圧

C充てん/高圧注入ポンプ冷却

水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

0。 98※
1

0.98

(0,98× 1.0)

0。 98

(0.98× 1.0)
≧ 10 水圧

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却
水出日配管分岐点

0.98※
1

0.98

(0。 98×■0)

0。 98

(0.98× 1.0)

≧ 10 水圧

At B、 C充てん/高圧注入ポン

プ出日配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐′点

充てん/高圧注入ポンプ室
空調装置冷却戻リライン合流点

0.98
1.47

(0.98× 1.5)

1.47

(0.98× 1.5)

≧ 10 水圧

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

0。 98※
I

0.98

(0。 98× 1.0)

0.98

(0.98× 1.0)
≧ 10 水圧

18.8※
1

18!8

(18,8Ж l.0)

18.8

(18.8× 1.0)
≧ 10 水圧

50



C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流点

0。 98※
1

0。 98

(0.98× 1.0)

0.98

(0.98× 1.0)
≧ 10 水圧

1,4※
1

1.4

(1,4× 1,0)

1.4

(1.4× 1.0)
≧ 10 水圧

※1:重大事故′等時における使用時の値を示す。
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資料 4

検査用計器一覧表
(申 請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 沢J定範囲 測定精度 備考

而〕王検査

漏えい検査
圧力計

52



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷去「設備

主配管 (常設)     、

(大容量ポンプによる海水供給用主配管の設置

及び既設主配管の取替え)

系 統 名

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-11〒 1改訂 2

平成 30年 5月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

要領書番号 :原規規収第 1610071号 211-1

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 29年 8月 8日 制 定

1 平成 29年 10月 6日

。組立て及び据付け状態を確認する検査の一環 とし

て確認する内容の追加

・記載の適正化             ナ

2 平成 30年 5月 2日

。`工事計画変更の認可番号の追加

2頁 原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

。使用前検査申請番号の追加

7買  関原発第 434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )
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I検査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭 和 32年法

律第 166号 )第 43条の 3の 11第 1項 に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事

の工程に係 る使用前検査について、原子炉冷却系統施設が、認可 した工事計画 (※ 1)

に従い製作 され、据付けされ、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ 2)に適

合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施する。

1材料検査

2寸 法検査

3外観検査

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

5耐圧検査、漏えい検査

※ 1 認可 した工事計画とは、原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配

管 (常設)について、大容量ポンプによる海水供給用主配管の設置及び

既設主配管の取替えに係るものである。

※ 2!原子力規制委員会規則で定める技術基準 とは、実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則

第 6号。以下 「技術基準」 とい う。)で ある。本検査に関する条項は第

17条、第 21条第 1項、第 33条、第 55条、第 58条第 1項、第 6

2条、第 63条 、第 64条第 1項及び第 2項、第 65条、第 67条並び

に第 71条 であ り、上記検査項 目に係 る事項について確訟する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

株式会社 高田工業所 本社工場

福岡県北九州市人幡西区築地町 7-1



Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載 された下記の施設 とする。

(詳細は、資料 1「 工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照 )

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

2工 事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606104号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707191号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 1801251号

(平成 30年 1月 25日 )

Ⅳ 検査方法

1材料検査

(1)検査前確認事項              |

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技

術基準に適合 していることを確認する。

2寸法検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備
′
されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。     、

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

2

名 称 個数

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設 )

一 式



(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載 されている主要寸法を確認する。

3外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。      |
② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態※を確認すると

(詳細は資料 2「検査範囲図」参照)

※ :据付後の外観確認 も含めて実施。

5耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備 されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備 されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されてお り有効期限内であること及び必要な測定範囲、測

定精度を有 していることを確認する。

④ 系統構成が完了していることを確認する。

(2)検査手順
I

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保

持 した後、検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、

技術基準の規定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V判 定基準

1材料検査

工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

2寸 法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

3



3外観検査

有害な欠陥 (表面に機能 。Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

4組 立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

5耐圧検査、漏えい検査

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと。

Ⅵ その他の事項

1外観検査、耐圧検査、漏えい検査については、工場において塗装及び内面ライニン

グ施工前の状態で実施する。

2組 立て及び据付け状態を確認する検査の一環 として、現地最終据付け状態での外観確

認、フランジ部の施工状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の漏えい確認 を

実施す る。                            ＼

4



Ы

立会区分表

※ 1:記号説明

A/B:抜 取立会検査

B  :記 録確認検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則 とする。

備考

検査項 目※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据

付け状態を確

認する検査

A/色 ※2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

B

材料検査

B

技術基準

の区分

クラス3

重大事故等

クラス 2

耐震

クラス

S/―

系統名

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設 )

施設名

原子炉冷却系統施設

運
粛

Ｐ



男町湘氏2

関西電力、株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

― 使用前検査成績書

施 設 名  :原子炉冷去「系統施設

系 統 名  :原子炉補機冷去「設備
｀
     主配管 (常設 )

,(大容量ポンプによる海水供給用主配管の設置

及び既設主配管の取替え)

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-11二 1

年   月

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 434号 (平成ヤ30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

4検 査期 日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

株式会社 高田工業所 本社工場

福岡県北九州市人幡西区築地町 7-1

6検査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設) 式

7検査結果    検査結果‐覧表のとお り

使用前検査記録

1検 査前確認事項

2材 料検査記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認す る検査記録

6耐 圧検査(漏えい検査記録

7検査用計器一覧赤

日

　

日

月

　

月

年

年

自

至

8添 付資料

7



9検査実施者

∞

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月   日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)

く0

備考検査立会責任者 印

年

月 日

主任技術者

年

月 日

主任技術者

年

月 日

主任技術者

原子力施設検査官 印

耐圧検査、

漏えい検査

年

月 目

年

月 日

年

月 日

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

寸法検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

材料検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結 果

阿
Ｐ

ｒ
ト

検査日

結果

Ｈ
Ｐ

ｒ
卜

検査 日

結果

Ｈ
Ｐ

ｒ
ト



添付資料-1下 1

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料-1-2

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料-1-3

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されてい るこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料-1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

13



添付資料下 1~5

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。
r

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了 して

いること。

立会/

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

14



添付資料-2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査紺象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ～Aa、 Ab海水不 トレーナ

及び中間建屋入 口(B系 )

SB410
月

年

日
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

15



添付資料-2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :株式会社 高田工業所 本社工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 ) 式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日 、
検査

結果
検査方法

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入 日(A系 )

SM400B

SB480 月

年

日
記録確認

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続 口～Aa、 Ab海水ス トレーナ
STPT370

月

年

日
記録確認

備 考                 「

・記録確認は(申 請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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Ｐ
『

検査方法

記録確認

査

果

検

結
検査年月 日

日

年

月

測定値

以 上

以 上

許容値
※2

11

～規定しない

11

～規定しない

厚 さ (llm)

主要
※1

寸法

21

2

測定値許容値
※2

913.2

-915.6
913.2

^ウ 915.6

外径 (■lm)

主要
※1

寸法

914.4

914.4

管

管継手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

海水ポンプ～Aa、 Ab海水
ス トレーナ及び中間建屋

入口(B系 )

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 8:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
聯
華
―
∞
―
岸



μ
∞

検査方法
検査

結果
検査年月 日

月

年

日

測定値

以

以

以

許容値
※2

11

～規定 しない

14

～規定しない

24

～規定 しない

11

～規定しない

厚 さ(■lnl)

主要

寸 法

12

15

25

12/

―/

12

涙1定値

913.2
ハΨ915.6

913.2
ハΨ915.6

913.6
ん規定 しない

913.2
ハツ915,6

主要

寸法

914.4

914.4

914.4

914.4/

―/

91414

管

管

管

管継手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋八 日(A系 )

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
蛉
華
ｌ
ω
ｌ
Ю



Ｐ
Ｏ

検査方法

記録確認

検査

結果
検査年月 日

日

年

月

測定値

以 上

以 上

以上

許容値
※2

8.1

～ 10.5

8。 1

～規定しない

8.1

～規定しない

8,1

～規定しない

厚 さ (■lln)

主要
※1

寸法

9.3

9,3

9。 3/

9.3/

9.3

9。 3/
／
／

つ
０

一　

９

．

測定値許容値
※2

265,2
ハヤ269.6

264.2

～ 271.4

264.2
⌒ψ271.4

264.2
ハツ271.4

外径 (■lm)

主要
※I

寸法

267.4

267.4

267.4/

267.4/

267.4

267.4/

―/

267.4

管

管継手

管継手

管継手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Aa、 Ab海水ス トレーナ

海水供給接続回～

Aa、 Ab海水ス トレーナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 : 郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ
ω



添付資料下4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 t ll生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象 検査年月 日
検

結

査

果
検査方法

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ス トレーナ及び中間建屋入 日(B系 )

年

月 日
記録確認

備 考              ′

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

20



添付資料-4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サ
l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入 日(A系 )

年

月 日

目視/

記録確認

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給接続 回

～Aa、 小b海水ス トレーナ

年

日

目視/

記録確認

備 i考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

21



添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画の とぉ りであ り、技術基準に適合することも

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ス トレーナ及び中間建屋入 口(B系 )

年

月 口

目視/

記録確認

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入 日(A系 )

年

月 日

目視/

記録確認

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続 日～Aa、 Ab海水不 トレーナ

年

月 日

目視/

記録確認

備 考

,据付け後の外観確認 も含めて実施。

・フランジ部の施工状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の漏えい確認について

は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

22
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高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷去日系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 ) 式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

。著しい漏えいがないこと。

検査方法

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査結果検査年月 日

月

年

日

水圧、気圧

区分

水圧

漏 えい検査時

圧力

(ⅢIPa)

保持時間

(min)

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1.05

最高使用圧カ

(MPa)

0,7

検査対象

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ス トレーナ及び

中間建屋入日(B系 )

郭
奪
ゆ
華
ｌ
ｏ
ｌ
Ｐ



Ｎ
ト

検査方法

ロネ見/

記録確認

目視/

記録確認

検査結果検査年月 日

月

年

日

月

年

日

水圧、気圧

区分

水圧

漏 えい検査時

圧力

(MPa)

保持時間

(min)

耐圧検査時

圧力

(MPa)

耐圧検査

規定庄力

(MPa)

21

1.2

最高使用圧力

(MPa)

1.2※
1

0,7

1.2※
1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がなvヽ こと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入日(A系 )

Ara、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続口～Aa、 Ab海水ス トレーナ

備
｀
考

※ 1:重大事故時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

郭
草
埒
華
ｌ
ｏ
ｌ
Ю



添付資料-7

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月 日 年  月  日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備 考

25



工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成 したものである。

工事計画本文の欄外の記号 と検査範囲図の記号は一致する。)

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷去Π設備 主配管 (常設)

Ю
ω

材  料

SB410

(注5,6)

SS41

(注 S,6〕

SS400

SB410

(注 6)

(m直 )

厚   さ

12

(注 3〕

(注 3,5,6〕

12

(注 3,S,6)

12

(注 3.6〕

12

(■ldl)

外   径

変更なし

(注 3)

914.4

(柱 3,S,6)

914,4

(澁 3,S,6)

914.4

f注 3.6)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

40

最高使用

圧  カ

(ⅢlPa)

変更なし

0,7

(注 4)

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

(注63)

SS400

SS41

(注63)

SS400

(皿 ll)

厚   さ

(注 3)

10

｀
(緯 3)

12

(注 3)

12

609,6

(注 3)

(注 3)

914.4

914.4

(注 3)

(1組1)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.7

(注2)

海水ポンプ

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

及び

中間建屋入 口

(B系 )

(注62)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

聯
華

騨
―

牌



工事計画本文

Ю
『

材  料

SM400B

SB480

SB480

(注5,61

SS41

(mul)

厚   さ

(注 3)

12

(注 3)

15

(注 31

25

(注3,S,6〕

12

(m!n)

外  径

変更な し

914.4

(注 3〕

914,4

(注 3)

(注3)

914。 4

儀 3,S,6)

914,4

駿高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(造 `ll

40

最高使用

匠  カ

(MPa)

変更なし

1.2

(注4)

1.2

(注 1)

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

'オ

  料

SS41

SS400

(,工 03)

(mm)

厚   さ

12

(注 3)

12

(注3)

(Inm)

外   径

914,4

(注3)

(汽 3)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

40

晟高使用

匡  力

(MPa)

0,7

(注 2)

Aa、  Ab

海水 ス トレーす

中間建屋入 口

(A系 )

(注62)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

が
華

騨
Ｉ
Ｎ



工事計画本文
]

Ю
∞

材  料

SM400B

(醜 )

厚   さ

〔詢

/

/

12

12

(翻

外  径

くま3)

914,4

/

/
914.4

最高使用

l最  度

(℃ )

(歳41

40

晟高使用

匡  カ

(MPa)

1.2

(注4〕

変更なし
'

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料さ

(耐(御B劉正)

外

(注62)

Aa、  Ab

海本ス トレーナ

中間建屋入 口

(Aじ軍ミ)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ゆ
華

Ｐ
ｌ

ω



工事計画本文

Ｎ
Ｏ

C

C

材   料

STPT370

STPT870

(mm)

厚   さ

(注3,4働

9,3

(注 3)

9。 3

/

9.3

/
9.3

(inコ磁)

外  径

(注3)

267.4

(注 3)

267.4

/
267.4

/
267.4

最高使用

温  度

(℃)

(注4)

40

最高使用

匡  カ

(MPa)

1.2

(注 4)

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

海水供給接続 口

Aa、  Ab

海水ス トレィナ

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

最高使用

匡  カ

(MPa)

変 更 前

称名

ゆ
華

騨
―
ト



∞
〇

工事計画本文

(注 1)記栽の適正化を行 う。班工事計画書には 「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注2)団単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。      
‐

(注6)エルボを示す。

(岸7)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ出国連絡管」と記裁

(注8)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ンダA、 B:テ ィ (20× 20× 16)～ レジューサ (20× 14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～ 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ッダCiテ ィ (16X16X16)～ レジューサ (16X12)」 と記載

(注 11)当 該ラインについては、主自己管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16× 12)｀ティ (20× 20× 16)」 と記載

浴
華

岸
ｌ

ｕ

C

材  料

STPT370

(mm)

厚   さ

(注 3)

9。 3

/

/
9.3

(mln)

外  径

(注 3)

267.4

/

/
267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(,と 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

1.2

(淀 1)

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

海水供給接続 口

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

(mla)

さ

(mm)

外

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

変 更 前

称名



∞
Ｐ

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注20)

(注21)

(注22)

(注23)

(注24)

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注32)

(注 33)

(注 34)

工事計画本文

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:内部スプレクーラ～レジューサ (20× 14)」 と記裁

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～ ティ (20× 20X16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

記栽の適正化を行 う。既正事計画書には「ティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

記載の道正化を行 う∫既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)｀ティ (20× 20X16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20Xユ 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入日連絡管」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20X20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C」 と記載

記載の道五化を行 う。既工事計画書には [レ ジューサ (20X16)～ 1次系冷却水クーラB」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去ク●ラ (RH 2)A、 B」 と記載

記哉の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ (RH 2)A、 B～戻母管合流点」と記栽

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 Cへの分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～レジューサ (8X6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～弁 (1-FC卜 1241)」 と記載     
´

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (1-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～燃料ピントク~ラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料ピントク~ラ ～1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の道I化を行 う。既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空詞装置入

燐
華

Ｐ
ｌ
ｏ



∞
Ю

(注39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(退と44)

(注45)

(注 35)

(注36)

(注37)

(注 38)

(注46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注50)

(注51)

工事計画本文

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の道正イ峰を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～ 1次系機器冷去口水戻 り母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～ャジューサ (4X2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)～ 1次系機器冷却水母管合流点」と記我

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ラィン分岐点～レジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書にlま 「余熟除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (1× 1/2)」 と記裁

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)年内部スプレポンプ」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ～レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)～ レジ■―サ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」

と記載

記載の適正化を行 うも既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)γ レジューサ (3× 2)J及び「レジューサ (3× 2)～余熱除

去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化 を行 う。既工事計画書には 「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点年充てん/高圧注入ポンプ」と記載
エルがについては管 と同等以上の厚 さのものを選定する。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ～充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却 もどリライン合流

点」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～計器用コンプレッサパ ッケージ」 と記載

が
革

Ｐ
Ｉ
Ｎ

(注52)



∞
∞

(注53)

(注 54)

(注 55)

(注56)

(注 57)

(注58)

(注59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

(注65)

(注66)

(注67)

(注68)

(注69)

(注70)

(注71)

(注72)

(注73)

(注74)

(注 75)

(注76)

(注 77)

工事計画本文

記載の道正化を行う。既工事計画書には「計器用コンプレッサパッヶ―ジ～1次 系機器冷却水戻り母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 6)お よび (12X8)」 と記載

記裁の適五化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 6)～ レジューサ (6X4)」 と記栽

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器循環空調装置～レジューサ (4× 2)および合流点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記裁

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (12× 6)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× o)お よび (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプ～中間建屋入口」と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入口～レジューサ (36X30)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (36X30)～ティ (36× 36× 30)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記裁

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～海水戻母管分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ティ (36× 36× 24)～ 中間建屋出口 (埋設部を除く)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～レジューサ (10× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 8)～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16× 12)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (16× 12)～海水戻母管合流点」 と記栽

STPT38同 等材 (STPT370)への取替 えを行 う。

STPG42同等材 (STPG410)への取替えを行 う。                              ・

記裁の適正化を行 う。既工事計画書には 「STPG42」 と記載

本設備は記載の道正化のみを行 うものであ り、手続き対象外である。
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検査範囲図 (1/4)

(以 下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである。)
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資料 2-2
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資料 2-3
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資料 3

1.昇降圧曲線

耐圧検査、漏えい検査要領

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

日寺 間 (min)

※1:重大事故等時における使用時の値

検査圧力

圧

力

(MPa)

2.検査条件

漏えい検査耐圧検査

保持 10分

検査対象
最高使用圧カ

(MPa)

検査圧力

(MPa)

保持時間

(min)

水圧 /気圧

区分

海水ポンプ～Aa、 Ab海水ス トレーナ

及び中間建屋入 日(B系 )

0.  7 1. 05

10 水 圧
Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入 日(A系 )

0
1

7

2※ 1
1. 2

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続 口～Aa、 Ab海水ス トレーナ
1. 2※ 1 1. 2

38



資料 4

検査用計器―覧表

(申 請者の情報を基に作成 したものである。)

検査項 目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備 考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計
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